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明日の学校をともに考えるベネッセの教育情報誌
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私を育てた
あの時代、あの出会い

すべての記事をウェブサイトからPDFでダウンロードいただけます

次号 Vol .4 は２０１３年２月上旬発行（予定）です

ベネッセ　研究 検索でまたは

Vol.2 主体的な進路選択　─自らの意思と責任で決める力を育てる

Vol.1 「思考力・判断力・表現力」を評価し、育む

Vol.4 「中学生にする」導入期指導の工夫

Vol.3 学び合い　─クラス全員が学びに参加する授業─
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教師としての「自信」とは何かを恩師の厳しさと優しさから学んだ
東京都中野区立第七中学校校長　宮下 彰

教科を超えた授業研究にチャレンジし、学び合える教師集団を築きたい
新潟県糸魚川市立糸魚川東中学校　柳澤 淳

ミドルリーダーの挑戦
─前へ! 前へ!!

全国の校長先生に無料で年４回お届けしています

過去1年間の
特集テーマ

Back Number
2011

2012

表紙の学校　茨城県牛久市立牛久第三中学校

地域のパワーになる！

　２０１２年で３１回目となる「うしくかっぱ祭り」。その
メインイベントの「河童ばやし踊りパレード」に牛久
市立牛久第三中学校は毎年出場し会場を盛り上げる。
　前年に念願の優勝を果たし連覇の期待がかかった今
年は、３年生を中心に約３００人の生徒が参加。踊りを
彩る持ち道具や山車に工夫を凝らし、本番中は４人の
リーダーたちが「手の伸びが足りない」「あと少しで
休憩だ」と檄を飛ばした。指先まで気持ちを込めた圧

うしくかっぱ祭りは７月の
最終週末に開催。生徒は
夏休みに入ってから毎朝2
時間気合いを入れて練習し
てきた成果を披露した

家庭科の学習活動の一環とし
て、生徒が幼稚園を訪れ、子
どもたちにお手製の紙芝居を
読み聞かせる

生徒、教師、保護者、地域の人が力を合わせ、
校舎も校庭もぴかぴかに清掃

牛久沼に流れ込む稲荷川周辺のごみ拾いも定期的に行
い、地元名物ワカサギやウナギなどの生息地を守る

巻の踊りが評価され、見事連覇を達成した。
　他にも、生徒の有志が地域の祭礼を手伝ったり、和
太鼓部が高齢者施設で演奏会を開いたりと、地域の活
動に積極的に参加。一方、地域の人たちも郷土学習の
講演や校内清掃などで中学校を支援する。
　牛久沼の清掃では毎回大量のごみ袋を抱えて帰って
くる生徒たち。仲間と力を合わせる大切さ、そして地
域を思う心は生徒の中に確実に育まれている。

対談 東京大大学院教育学研究科助教　植阪友理　／
岡山市立野谷小学校教頭（元岡山市立灘崎中学校主幹教諭）　床 勝信　

学校事例 岐阜県岐阜市立東長良中学校　／　長野県安曇野市立穂高東中学校
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「
自
律
的
な
学
習
者
」を
育
て
る
学
び
方
指
導

校内研修で
ご活
用ください

★

自律的な学習者　を育てる
学び方指導
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http://benesse.jp/berd/ 本誌記事は、Benesse教育研究開発センターのウェブサイトでもご覧いただけます

＊本文中のプロフィールはすべて
取材時のものです。
また、敬称略とさせていただきます

＊本誌記載の記事、写真の無断複写、
複製及び転載を禁じます

32 読者のページ　Reader's VIEW／編集後記
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学習規律だけでなく効果的な学び方指導が必要

自律した学習者を育てるために生徒の学習観を変える
東京大大学院教育学研究科助教◎植阪友理　
岡山市立野谷小学校教頭（元岡山市立灘崎中学校主幹教諭）◎床 勝信
 12 … 床先生の実践事例
   定期考査も授業に合わせて変え、一貫して考える活動を重視

先輩や仲間の取り組みを通し
学び方を自ら見直し改善
岐阜県岐阜市立東長良中学校
　

「必要感」を大切にした授業で
学び方の土台をつくる
長野県安曇野市立穂高東中学校

「自律的な学習者」を育む指導に向けて
　

学力が伸びた生徒、伸び悩んだ生徒の違いとは
─「中学１年生の学習と生活に関する調査」結果から
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教師としての「自信」とは何かを恩師の厳しさと優しさから学んだ
東京都中野区立第七中学校校長◎宮下 彰

30 ミドルリーダーの挑戦　─前へ！前へ!!

教科を超えた授業研究にチャレンジし
学び合える教師集団を築きたい
新潟県糸魚川市立糸魚川東中学校◎柳澤 淳

〒700‒0807 岡山県岡山市北区南方3-7-17

この記事に関しての問い合わせ先

TEL.(086)226-2870  FAX.(086)226-2880

2013年度の
生徒手帳の準備は
もうお済みですか？
一見同じように見える生徒手帳も、独自の編集ページやカレンダー、記録欄のバリエーション、手帳やカバーの
種類、関連商品のラインナップなど製作会社により大きく異なります。ラーンズの生徒手帳は1955年から信頼を
積み重ね、全国の中学校約1500校からご採択をいただいております。

ホームページにはさらに詳しく掲載しています。

株式会社ラーンズは、教育業界に精通したベネッセグループの一員として、
全国の中学校・高等学校約3300校で生徒手帳のご採択をいただく
トップメーカーです。

http://www.learn-s.co.jp/

生徒指導にも役立つ生徒手帳
学校現場ではなかなか教えることが難しい問題を、イラスト付きでわかりやすく丁寧
に説明しています。当社では「社会ルール」「交通ルール」に加え、2013年度より
「自転車ルール」「防犯ルール」を新たに作成し、学校様のニーズにお応えしています。

ラーンズで
生徒手帳の製作を
ご検討の先生へ
今お使いの生徒手帳を１冊お送りいただく
だけでOK！
お忙しい先生方のお手を煩わせません！！

豊富な種類で学校様のニーズにもぴったり
生徒手帳のサイズやカバーの材質・色など学校様のニーズに合うように、豊富に取り
揃えています。手帳以外にも、証明カードやシステム手帳もご用意しています。

●① 今お使いの生徒手帳を１冊
　 お送りください。
●② 当社にて、ご要望通りに原稿
　 をお作りし、校正紙をお送り
　 いたします。
●③ 追加の改訂などがございまし
　 たら、お送りした校正紙に
　 ご記入の上、ご返却ください。

証明カード

コンプライアンス対応も◎
著作権への取り組みとして
原稿を作成させていただく際に、当社内にて校歌など楽曲のJASRACへの利用許諾申請
業務代行をはじめ、著作権・肖像権などの権利関係もしっかり対応しています。

国際基準に準拠
学校様・生徒様の個人情報を取り扱うことの多い当社ではISO27001を取得し、
情報セキュリティ・マネジメントに関わる国際基準に準拠した体制で学校様の
大切な情報を管理しています。

交通ルール 社会ルール 自転車ルール 防犯ルール

システム手帳

10年後の日本は
このような状況に！

相手を思いやれる自分に。
弱者を助けられる自分に。

を生徒手帳のご注文数分ご送付いたします。

生徒手帳のご注文数分を
生徒手帳納品時にプレゼント致します。

今の中学生が目的をもって中学生活を過ごせるように、
今の行動や考え方が10年後の生徒にとってどう役に立つ
のかをまとめた冊子、

ますます国際化が進む日本で
日本語以外の語学を学ぶことは
ますます重要になってくるよ！
勉強としてでなく、コミュニ
ケーションの道具として語学
を習得しよう！

「10年後の君に。きっと役立つこと」

2013年度
新規ご採択を
いただいた学校様には
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1974（昭和49）
足立区立花畑中学校に
赴任。教務主任の
横山武士先生に出会う

1985（昭和60）
昭島市立拝島中学校に
赴任。２年目から
教務主任を務める

2007（平成19）
中野区立第九中学校に
校長として赴任。
中野区公立中学校長会
会長に就任

2009（平成21）
全国中学校理科教育
研究会会長に就任

2011（平成23）
中野区立第七中学校に
校長として赴任

＊年表は略歴です

1991（平成3）
立川市立
立川第二中学校に
教頭として赴任

1997（平成9）
武蔵野市立
第二中学校に
校長として赴任

2003（平成15）
中野区立
北中野中学校に
校長として赴任
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教
師
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
掛
け
の
中
で
生
徒
を
育
て
る
。
そ
し
て
教
師
は
、
共
に
働
く
仲
間
と
の
出
会
い
の
中
で
育
っ
て
い
く
。

出
会
い
か
ら
学
ん
だ
教
育
の
原
点
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
不
易
を
、
宮
下
校
長
が
語
る
。

私を育てた
あの時代、あの出会い

第11 回

1

熱
い
心
と
冷
静
な
対
応
が

生
徒
を
動
か
す

　

教
師
と
し
て
自
信
を
持
つ
こ
と
は
、
生

徒
や
保
護
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
の
１
つ
で
あ
る

│
こ
の
こ

と
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
の
が
、
新
任
の

足
立
区
立
花
畑
中
学
校
で
、
教
務
主
任
を

務
め
て
い
た
横
山
武
士
先
生
で
し
た
。

　
「
生
徒
に
理
科
実
験
の
楽
し
さ
を
伝
え

た
い
」
な
ど
、
私
に
は
理
科
教
諭
と
な
っ

た
ら
授
業
で
実
践
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
教
壇

に
立
つ
と
、
指
示
の
出
し
方
か
ら
注
意
の

仕
方
ま
で
、
生
徒
と
の
向
き
合
い
方
に
戸

惑
う
毎
日
で
し
た
。
自
分
が
生
徒
の
前
に

立
っ
て
指
導
す
る
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
最
初
は

随
分
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
横
山
先

生
が
教
え
て
く
れ
た
の
が
、「
教
師
と
し

て
の
自
信
を
持
ち
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

新
米
の
私
に
は
、「
教
師
と
し
て
の
自

信
」
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
横
山
先
生
の
振

る
舞
い
を
観
察
し
た
り
、
相
談
を
し
た
り

す
る
う
ち
に
、
次
第
に
横
山
先
生
の
言
う

「
自
信
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
少
し

ず
つ
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

横
山
先
生
は
、
生
徒
と
い
つ
も
本
気
で

みやした・あきら　専門教科は理科。国家公務員として勤務した後、東京都足
立区立花畑中学校に赴任。以来、立川市立立川第二中学校教頭、武蔵野市立第
二中学校校長などを経て、２０１１年度から現職。
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2

か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。「
生
徒
に
何
か

あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
行
動
す
る
」
が
信
条
で
、

問
題
を
起
こ
し
た
生
徒
が
い
た
ら
、
た
と

え
授
業
中
で
あ
っ
て
も
即
座
に
教
室
ま
で

行
き
「
な
ん
だ
お
前
は
！
」
と
叱
り
、
周

り
が
驚
く
ほ
ど
厳
し
く
指
導
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
普
段
は
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

生
徒
を
包
み
込
む
温
か
な
先
生
で
し
た
。

問
題
を
起
こ
し
や
す
い
生
徒
は
家
庭
に
課

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
先
生
は
何
度
も
家
庭
訪
問
を
し
て
保

護
者
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
家
庭
の
事
情

で
夕
食
も
満
足
に
食
べ
ら
れ
な
い
生
徒
に

は
、
時
折
、
靴
箱
に
手
作
り
の
弁
当
を
置

い
て
い
ま
し
た
。
厳
し
く
て
も
温
か
い
横

山
先
生
は
、
生
徒
や
保
護
者
か
ら
厚
い
信

頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

思
い
だ
け
が
先
走
ら
な
い
よ
う
、
常
に

冷
静
な
対
応
を
す
る
こ
と
も
、
横
山
先
生

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
当
時
の

私
は
、
不
登
校
や
問
題
行
動
の
あ
る
生
徒

に
、「
生
徒
の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
よ
く
１
人
で
家
庭
訪
問
を
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
保
護
者
と
う
ま
く
話
が

出
来
な
い
こ
と
が
多
く
、
逆
に
怒
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者
に

と
っ
て
は
「
若
造
の
く
せ
に
」
と
い
う
思

い
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
私
に
、
横
山
先
生
は
、
冷
静
に

話
を
す
る
た
め
に
は
、
保
護
者
と
１
対
１

で
は
な
く
複
数
で
話
を
す
る
こ
と
、「
生

徒
を
こ
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
、
こ
の

よ
う
に
伸
ば
し
た
い
と
思
う
」
と
い
う
明

確
な
方
向
性
を
持
っ
て
訪
問
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
学
年
主

任
や
他
の
教
師
に
相
談
し
て
、
学
校
と
し

て
の
考
え
を
固
め
て
か
ら
訪
問
す
べ
き
だ

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
学
校
の
役
割
は
生
徒
が
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

　

生
徒
を
思
う
熱
い
気
持
ち
、
そ
の
思
い

を
支
え
る
冷
静
さ
、
そ
し
て
指
導
に
対
す

る
明
確
な
考
え
。
こ
の
３
つ
が
揃
っ
て
は

じ
め
て
、
教
師
と
し
て
の
「
自
信
」
が
生

ま
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
経
験
年
数
な
ど

は
関
係
な
く
、
生
徒
や
保
護
者
に
も
思
い

は
伝
わ
る
。
横
山
先
生
は
そ
う
諭
し
て
く

れ
た
の
で
す
。
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実

践
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
不
登
校
や

問
題
行
動
の
あ
る
生
徒
、
保
護
者
と
の
関

係
は
好
転
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、横
山
先
生
は
「
１
人
で
悩
ま
ず
、

他
の
人
に
相
談
し
な
さ
い
」
と
よ
く
声
を

掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
の
帰
り
に
飲

み
に
も
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ

で
は
教
育
論
を
熱
く
語
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
失
敗
談
も
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
場
で
は
、
学
校
で
は
う
ま

く
話
せ
な
い
こ
と
で
も
、
素
直
に
相
談
で

き
た
り
す
る
も
の
で
す
。
私
も
、「
１
人

で
悩
む
必
要
は
な
い
よ
」
と
、
後
輩
を
よ

く
飲
み
に
誘
う
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

横
山
先
生
か
ら
学
ん
だ
数
々
の
こ
と
は
、

教
師
人
生
の
大
き
な
指
針
と
な
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

　

今
は
い
じ
め
な
ど
、
学
校
現
場
で
の
深

刻
な
状
況
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
は
未
然
防
止
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
校
や
教
師
の

役
割
は
、
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
の
良
い
と

こ
ろ
を
引
き
出
し
、
安
心
し
て
学
べ
る
居

場
所
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

横
山
先
生
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

生
徒
に
心
配
な
状
況
が
見
て
取
れ
た
時
に

は
、
そ
の
裏
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

理
解
し
、
教
師
が
一
丸
と
な
っ
て
本
気
で

か
か
わ
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
教
師
集
団

を
つ
く
る
こ
と
が
、
時
代
を
超
え
た
今
も

な
お
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

１人で悩まず
教師同士、支え合うことが大事
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学
習
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
成
果
に
つ
な
が
ら
な
い
生
徒
。

勉
強
を
す
る
意
欲
が
わ
か
ず
、
勉
強
に
向
か
え
な
い
生
徒
。

生
徒
の
学
習
に
関
す
る
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

今
回
の
特
集
で
は
、「
学
び
方
」
に
着
目
し
、

生
徒
を
自
律
的
な
学
習
者
に
し
て
い
く
た
め
の
指
導
を
考
え
る
。

特
集自

律
的
な
学
習
者
を
育
て
る

学
び
方
指
導

0
（％）

10 20 30 40 50 60 70 80 90

＊数値は「とても感じた」＋「まあ感じた」の％
出典／Benesse 教育研究開発センター「中学１年生の学習と生活に関する調査」（2012）
調査データの詳細はP.26 の「資料」で掲載

テストの点数や成績が悪かった時、
どう勉強すればよいか分からなかった

中上位から最上位

中位から上位

常に中位

上位から下位

中位から下位

39.5

53.6

57.4

82.4

78.9

（中学１年生１学期から１年生終了時までの成績変動別）

成
績
が

伸
び
た
層

成
績
が

伸
び
悩
ん
だ
層

１年生で成績が伸び悩んだ生徒の約８割が
学び方について悩みを抱えている
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学
習
規
律
だ
け
で
な
く

効
果
的
な
学
び
方
指
導
が
必
要

小
学
校
と
比
べ
て
学
習
内
容
が
難
し
く
な
り
、
授
業
進
度
が
速
く
な
る
中
学
校
で
は
、

暗
記
や
量
に
頼
っ
た
学
習
だ
け
で
は
な
か
な
か
成
果
が
上
が
ら
な
い
よ
う
だ
。

そ
こ
で
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
中
学
版
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
お
よ
び
先
生
方
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
、

生
徒
の
「
学
び
方
」
の
現
状
と
課
題
を
整
理
す
る
と
共
に
、
課
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
と
指
導
の
ヒ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

「学び方」に関する教師の課題意識課題解決のポイントと指導のヒント
『VIEW21』読者モニターの声に見る

「自律的な学習者」の育成につながる
学び方指導のポイント

東京大大学院教育学研究科助教 植阪友理
岡山市立野谷小学校教頭（元岡山市立灘崎中学校主幹教諭） 床 勝信

対談 P.6

自分なりの「学び方」はあるが、
学力向上に結び付いていない

◎板書をノートにきれいにまとめることに一生懸命で、
肝心な授業内容の振り返りが十分に出来ていない。

　◎学校の放課後自習室に参加し、塾に行き、家庭教師
も付けて勉強しているが、いつも同じような問題で
間違う生徒がいる。間違いから学び取る力が育って
いないと感じる。

課題 1

与えられた課題には取り組むが、
主体的に学ぶことが出来ない

◎自主学習ノートに取り組ませると、「何をどう勉強す
ればよいか分からない」と、とにかく漢字や英単語
を何度も書き写してくる生徒がいる。

　◎失敗や間違いは悪いことだという意識が強く、自分
の間違いを隠して、とにかく友だちの正解を写せば
よいと考えている。

課題 2

「学び方」以前に、
学びに向かう意欲が低い

◎授業の内容を理解できず、面白くないと感じている
生徒にどう興味を持たせるか。

◎何のために勉強をするのか分からない生徒がいる。

課題 3

生徒の「学び方」、ひいては学習観を変えることによって
自律的な学習者を育てる

─提案─

床先生の実践事例 P.12

◎誤答を活用し、どこでどう間違えているのかを自分の言葉で説明させる
◎重要な考え方、理解のポイントを補足するプリントを配り、家庭学習と連動させる
◎授業の内容と連動して、評価（定期考査など）も変える

課題 1 に対する指導のヒント

◎他学級・他学年の授業を生徒が参観し、多様な学習の仕方を学び合う
◎分からないことを教え合う場を設け、間違いから学べることがあると気付かせる
◎学習シラバスで各学年、教科ごとの「学び方」を示す

課題 2 に対する指導のヒント 学校事例 P.141 岐阜市立東長良中学校

◎学びに対する必要感（伝えたい、表現したい）を強く持てる課題を盛り込む
◎生徒が互いの理解を共有し、認め合う場をつくる

課題 3 に対する指導のヒント 学校事例 P.202 安曇野市立穂高東中学校

どのような思考過程を経て、問題を解いているのか、学習の中身を問う

適切な「学び方」を指導し、学習方法を変えることで、生徒に学ぶ楽しさや成果を実感させ、
学びに対する考え方（学習観）を変える
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も付けて勉強しているが、いつも同じような問題で
間違う生徒がいる。間違いから学び取る力が育って
いないと感じる。
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与えられた課題には取り組むが、
主体的に学ぶことが出来ない

◎自主学習ノートに取り組ませると、「何をどう勉強す
ればよいか分からない」と、とにかく漢字や英単語
を何度も書き写してくる生徒がいる。

　◎失敗や間違いは悪いことだという意識が強く、自分
の間違いを隠して、とにかく友だちの正解を写せば
よいと考えている。

課題 2

「学び方」以前に、
学びに向かう意欲が低い

◎授業の内容を理解できず、面白くないと感じている
生徒にどう興味を持たせるか。

◎何のために勉強をするのか分からない生徒がいる。

課題 3

生徒の「学び方」、ひいては学習観を変えることによって
自律的な学習者を育てる

─提案─

床先生の実践事例 P.12

◎誤答を活用し、どこでどう間違えているのかを自分の言葉で説明させる
◎重要な考え方、理解のポイントを補足するプリントを配り、家庭学習と連動させる
◎授業の内容と連動して、評価（定期考査など）も変える

課題 1 に対する指導のヒント

◎他学級・他学年の授業を生徒が参観し、多様な学習の仕方を学び合う
◎分からないことを教え合う場を設け、間違いから学べることがあると気付かせる
◎学習シラバスで各学年、教科ごとの「学び方」を示す

課題 2 に対する指導のヒント 学校事例 P.141 岐阜市立東長良中学校

◎学びに対する必要感（伝えたい、表現したい）を強く持てる課題を盛り込む
◎生徒が互いの理解を共有し、認め合う場をつくる

課題 3 に対する指導のヒント 学校事例 P.202 安曇野市立穂高東中学校

どのような思考過程を経て、問題を解いているのか、学習の中身を問う

適切な「学び方」を指導し、学習方法を変えることで、生徒に学ぶ楽しさや成果を実感させ、
学びに対する考え方（学習観）を変える
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─
植
阪
先
生
と
床
先
生
は
２
０
０
６
年
か
ら
３
年

間
、
意
味
理
解
や
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
授

業
へ
の
転
換
に
向
け
た
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
研
究
を
始
め
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

床　

私
が
岡
山
市
立
灘
崎
中
学
校
に
赴
任
し
た
06
年

に
、
灘
崎
地
区
の
小
・
中
学
校
が
岡
山
県
か
ら
「
学

力
・
人
間
力
育
成
推
進
事
業
」
の
モ
デ
ル
校
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
東
京
大
の
市
川
伸
一

教
授
を
顧
問
と
し
て
、
子
ど
も
の
学
力
や
地
域
の
教

育
力
に
関
す
る
６
つ
の
仮
説
に
つ
い
て
効
果
検
証
を

行
う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
植
阪
先
生
は
当
時
ま

だ
大
学
院
生
で
し
た
が
、
市
川
教
授
の
理
論
に
精
通

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

植
阪　

灘
崎
地
区
の
先
生
方
と
は
、
指
導
案
を
は
さ

ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

実
践
の
土
台
と
な
る
認
知
心
理
学
に
つ
い
て
し
っ
か

り
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
し
、
先
生
方
に
も

「
こ
こ
だ
け
は
譲
れ
な
い
」
と
い
う
一
線
が
あ
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
発
想
で
授
業
を
組
み
立
て
、
ど
の

よ
う
な
課
題
を
行
う
の
か
と
い
う
、
い
わ
ば
「
授
業

の
デ
ザ
イ
ン
」
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市

川
先
生
や
私
が
モ
デ
ル
授
業
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

─
認
知
心
理
学
に
基
づ
い
た
学
び
方
指
導
を
授
業

で
実
践
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
床
先
生
は
ど
の
よ
う

な
印
象
を
持
た
れ
ま
し
た
か
。

床　

当
時
は
文
部
科
学
省
の
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
が
始
ま
る
直
前
で
、
学
力
向
上
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
、
教
師

が
説
明
し
て
生
徒
に
問
題
を
解
か
せ
る
と
い
う
従
来

の
授
業
の
延
長
線
上
で
、
教
え
方
を
工
夫
し
た
り
問

題
量
を
増
や
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
、
大
き
な
効
果

は
期
待
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
授
業
を
ど
の
よ
う
に
変
え
れ
ば
、
生
徒
の
学
力

を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
具
体
的
な
イ
メ
ー

対
談自

律
し
た
学
習
者
を
育
て
る
た
め
に

生
徒
の
学
習
観
を
変
え
る

認
知
心
理
学
の
分
野
で
は
、
結
果
よ
り
も
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
学
び
方
（
学
習
方
法
）
が
効
果
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

学
び
方
指
導
を
重
視
し
た
授
業
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
学
校
現
場
に
は
ど
の
よ
う
な
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

認
知
心
理
学
の
専
門
家
で
あ
る
東
京
大
大
学
院
の
植
阪
友
理
助
教
と
、
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
元
岡
山
市
立
灘
崎
中
学
校
主
幹
教
諭
の
床
勝
信
先
生
に
聞
い
た
。

学
力
向
上
へ
の
打
開
策
と
し
て

心
理
学
に
基
づ
く
学
び
方
指
導
を
導
入

学
び
方
を
生
徒
に
委
ね
た
ま
ま
で
よ
い
の
か

学
び
方
に
関
す
る
課
題
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ジ
を
持
て
ず
に
い
た
中
で
、
学
習
に
お
け
る
生
徒
の

思
考
過
程
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
と
い
う
市
川
先

生
の
理
論
と
出
合
い
、と
て
も
興
味
を
感
じ
ま
し
た
。

─
生
徒
の
学
び
方
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

床　

私
が
学
び
方
の
指
導
を
重
視
し
た
授
業
を
始
め

た
09
年
度
の
入
学
生
を
見
て
課
題
に
感
じ
た
の
は
、

ド
リ
ル
学
習
を
非
常
に
好
む
こ
と
で
す
。
ド
リ
ル
学

習
は
、
設
問
を
読
ま
な
く
て
も
流
れ
作
業
的
に
取
り

組
め
る
の
で
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
た
よ
う
な
満
足
感

を
得
ら
れ
や
す
い
。
だ
か
ら
、
生
徒
は
好
む
の
だ
と

思
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
思
考
を
伴
う
問
題
に
は
ほ

と
ん
ど
取
り
組
み
ま
せ
ん
。
難
し
い
問
題
に
自
分
で

教
科
書
や
参
考
書
を
読
ん
で
根
気
強
く
取
り
組
も
う

と
す
る
生
徒
が
、
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
う
し
た
学
習
姿
勢
が
続
く
と
、
入
学
時
は
成

績
が
良
く
て
も
、
２
年
生
、
３
年
生
と
学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
、
徐
々
に
授
業
内
容
が
理
解
で
き
な
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。

植
阪　

私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
認
知
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う
心
理
学
を
生

か
し
た
個
別
学
習
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

見
え
た
課
題
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
生

懸
命
に
勉
強
を
し
て
量
は
こ
な
し
て
い
る
の
に
、
質

が
伴
っ
て
い
な
い
た
め
に
学
習
内
容
が
身
に
付
い
て

い
な
い
生
徒
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
勉
強

が
出
来
る
生
徒
は
、
自
分
は
何
が
出
来
て
い
な
い
の

か
、
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
て
次
の

学
習
に
生
か
し
ま
す
が
、
出
来
な
い
生
徒
は
答
え
合

わ
せ
を
す
る
だ
け
で
、
間
違
え
て
も
原
因
を
振
り
返

ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
時
間
を
掛
け
て
覚
え
て
も
、
丸

暗
記
を
す
る
だ
け
で
理
解
し
て
い
な
い
た
め
に
結
局

身
に
付
か
ず
、
定
期
考
査
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
忘
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。
同
じ
授
業
を
聞
い
て
い
て
も
、

授
業
の
受
け
方
や
日
々
の
学
び
方
の
違
い
が
学
力
の

差
に
出
る
の
で
す
。

─
学
び
方
に
つ
い
て
、
先
生
方
の
指
導
面
で
課
題

に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

床　

教
師
が
生
徒
の
家
庭
学
習
を
評
価
す
る
際
、
時

間
数
や
教
材
な
ど
の
「
枠
組
み
」
に
目
を
向
け
る
こ

岡
山
市
立
野
谷
小
学
校
教
頭

（
元
岡
山
市
立
灘
崎
中
学
校
主
幹
教
諭
）

床
勝
信
先
生

と
こ
・
か
つ
の
ぶ
◎
教
職
歴
30
年
。
専
門
教
科
は
数
学
。
岡
山
市
立
御
南

中
学
校
に
赴
任
後
、
岡
山
市
立
興
除
中
学
校
、
岡
山
市
立
香
和
中
学
校
、

岡
山
市
立
灘
崎
中
学
校
に
勤
務
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
岡
山
市
立
灘
崎
中

学
校
主
幹
教
諭
と
な
る
。
12
年
４
月
か
ら
小
学
校
に
異
動
し
、
現
職
。

東
京
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科

学
校
教
育
高
度
化
セ
ン
タ
ー

植
阪
友
理
助
教

う
え
さ
か
・
ゆ
り
◎
東
京
大
大
学
院
総
合
教
育
科
学
科
教
育
心
理
学
コ
ー

ス
博
士
課
程
修
了
。
専
門
は
、教
育
心
理
学
、認
知
心
理
学
、学
習
心
理
学
。

不
適
切
な
学
び
方
が

生
徒
の
理
解
を
阻
害
す
る

学
び
方
の
習
得
は

生
徒
の
責
任
な
の
か

図1 生徒に見られる学び方の課題

＊対談を基に編集部で作成

◦ドリル形式の演習には一生懸命に取
り組むが、思考を伴う問題は避ける

◦答え合わせの時、解答を写すだけで
終わってしまう

◦問題を解いても解きっぱなしで、答
え合わせをしない

◦ノートを見ると同じような間違いを
繰り返している

◦いい塾、いい先生、いい参考書であ
れば成績は伸びると信じている
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と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
思
考

過
程
を
経
て
問
題
を
解
い
て
い
る
の
か
、「
学
習
の

中
身
」
を
問
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
傾
向
は
保
護
者
に
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
時
間
を
費
や
し
て
学
習
し
て
も
成
績

が
伸
び
な
い
と
、
学
び
方
に
問
題
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
自
分
の
子
ど
も
は
勉
強
が
出
来
な
い
」

と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
学
習
の
中
身
を
問
う
こ
と

は
せ
ず
、
た
く
さ
ん
問
題
を
解
い
て
い
る
か
ら
、
難

し
い
問
題
集
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
と
、
そ
れ
で

安
心
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

植
阪　

多
く
の
授
業
で
は
、
実
施
さ
れ
て
い
る
テ
ス

ト
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
正
解
し
た
か
ど
う
か

が
評
価
の
中
心
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
認
知
心
理
学

で
は
、
正
解
を
出
す
こ
と
以
上
に
、
ど
の
段
階
ま
で

分
か
っ
て
い
た
ら
理
解
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
を
問

題
に
し
ま
す
。
現
在
の
学
校
の
評
価
で
は
、
プ
ロ
セ

ス
を
重
視
す
る
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
な
か
な
か
そ
こ

ま
で
評
価
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
効
果
的
な
学
び
方
を
身
に
付
け
ら
れ
な
い

生
徒
が
い
て
も
、
そ
れ
は
生
徒
の
能
力
や
努
力
の
違

い
と
捉
え
ら
れ
、
学
校
や
教
師
の
責
任
と
し
て
意
識

さ
れ
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
す
。
近
年
で

は
、学
び
方
指
導
の
一
環
と
し
て
「
学
習
の
手
引
き
」

が
配
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
内
容
を
分

析
す
る
と
、
学
習
規
律
が
中
心
で
あ
り
、
学
習
時
間

や
ノ
ー
ト
の
書
き
方
、
予
習
・
復
習
の
重
要
性
を
示

す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
中

央
教
育
審
議
会
で
は
、
現
在
、
学
習
の
中
身
だ
け
で

な
く
学
習
方
法
の
指
導
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
学
習
指
導
要
領
に
明
示
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
学
び
方
の
習
得
を
生
徒
の
自
己
責
任

に
す
る
の
で
は
な
く
、
教
科
指
導
の
一
環
と
し
て
ど

の
よ
う
に
教
え
、
身
に
付
け
た
か
ど
う
か
を
問
う
こ

と
に
も
留
意
す
る
必
要
性
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

─
認
知
心
理
学
で
い
う
効
果
的
な
学
び
方
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

植
阪　

認
知
心
理
学
で
は
、
学
習
方
法
は
３
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
（
図
２
）。
１
つ
め
は
「
深
い
認
知
的

方
略
」
で
す
。
認
知
的
方
略
に
は
浅
い
処
理
と
深
い

処
理
が
あ
り
、
浅
い
処
理
は
書
い
た
り
唱
え
た
り
す

る
反
復
重
視
の
学
習
方
法
で
、
深
い
処
理
は
意
味
を

理
解
し
な
が
ら
覚
え
た
り
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
を

考
え
な
が
ら
解
く
、
意
味
理
解
を
重
視
し
た
学
習
方

法
で
す
。
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
後
者
で
、

具
体
的
に
は
「
漢
字
の
部
首
の
意
味
や
成
り
立
ち
を

考
え
な
が
ら
覚
え
る
」「
文
章
を
読
む
時
、
自
分
の

知
識
と
結
び
付
け
な
が
ら
読
む
」「
英
単
語
は
接
尾

語
と
接
頭
語
に
分
解
し
て
覚
え
る
」
と
な
り
ま
す
。

　

２
つ
め
は
「
メ
タ
認
知
的
方
略
」
で
す
。
自
分
が

分
か
っ
て
い
る
こ
と
、
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を

は
っ
き
り
さ
せ
た
り
、
自
分
の
弱
点
を
分
析
し
た
り

と
、
自
分
の
頭
の
中
の
働
き
を
客
観
的
に
見
な
が
ら

学
習
を
進
め
ま
す
。「
間
違
え
た
問
題
を
も
う
一
度

自
分
で
解
く
」「
同
じ
間
違
い
を
し
な
い
よ
う
、
注

意
点
を
ま
と
め
る
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

３
つ
め
は
「
外
的
リ
ソ
ー
ス
方
略
」
で
す
。
図
や

表
、
参
考
書
、
他
者
な
ど
、
自
分
以
外
の
外
的
な
資

源
を
使
い
な
が
ら
問
題
を
解
決
す
る
方
法
で
、「
習
っ

た
こ
と
を
図
や
表
に
書
い
て
ま
と
め
る
」「
図
や
表

を
書
い
て
考
え
る
」
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

─
こ
う
し
た
学
び
方
は
ど
う
す
れ
ば
身
に
付
く
の

で
し
ょ
う
か
。

植
阪　

学
び
方
は
、
教
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
身
に
付
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
別
学
習
相
談
を
し
て
よ

く
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
生
徒
が
、
効
果
的

な
学
び
方
に
共
感
し
て
使
い
始
め
て
も
、
数
か
月
も

認
知
心
理
学
か
ら
見
た

効
果
の
得
ら
れ
や
す
い
３
つ
の
学
習
方
法

図２ 認知心理学が提案
する効果的な学び方

学
び
方
を
変
え
る
に
は
学
習
観
の
転
換
が
必
要

学
力
向
上
に
効
果
的
な
学
び
方

①	深い認知的方略
	 意味を理解している
か

②メタ認知的方略
	 自分の弱点を把握して
いるか

③外的リソース方略
	 他者や図など、外的
資源を活用しているか

＊植阪先生の提供資料を基に
編集部で作成
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特集

「自律的な学習者」を育てる学び方指導

経
つ
と
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

学
び
方
の
定
着
は
、
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
学
習
を

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
か
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
「
学
習
観
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
学
習
観
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
例
え

ば
、
丸
暗
記
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
、
意

味
理
解
も
重
視
す
る
考
え
方
、
答
え
さ
え
合
え
ば
よ

い
と
い
う
考
え
方
、
思
考
プ
ロ
セ
ス
も
重
視
す
る
考

え
方
、練
習
量
さ
え
こ
な
せ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
、

学
び
方
も
工
夫
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
、
失
敗
を
恥

ず
か
し
い
と
思
う
考
え
方
、
失
敗
を
学
習
改
善
の
機

会
と
捉
え
る
考
え
方
な
ど
で
す
（
図
３
）。

　

学
び
方
は
こ
れ
ら
の
学
習
観
に
大
き
く
規
定
さ
れ

ま
す
。
丸
暗
記
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
生
徒

に
意
味
理
解
の
重
要
性
を
説
い
て
も
、
日
々
の
学
習

で
は
続
か
な
い
の
で
定
着
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
ず
き
を

見
直
し
た
り
弱
点
を
探
し
た
り
す
る
と
よ
い
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
も
、
失
敗
を
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い

る
生
徒
や
、
失
敗
が
自
分
を
高
め
る
機
会
だ
と
思
っ

て
い
な
い
生
徒
は
、
そ
う
い
う
学
び
方
に
は
手
を
付

け
ま
せ
ん
。
根
本
に
あ
る
学
習
観
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
学
び
方
も
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。

─
生
徒
の
学
習
観
を
変
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

植
阪　

学
習
観
は
幼
少
時
か
ら
の
学
習
経
験
の
積
み

重
ね
で
築
か
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
個
別
指
導
だ

け
で
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
も

効
果
的
な
の
は
、
生
徒
が
毎
日
受
け
て
い
る
授
業
で

意
図
的
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
大
切
な
の
は
、
生
徒
自
身
が
学
び
方
を
変
え

た
こ
と
に
よ
る
成
果
を
実
感
す
る
こ
と
で
す
。「
出

来
た
」「
覚
え
た
」
と
い
う
達
成
感
や
効
力
感
を
得

る
こ
と
に
よ
っ
て
学
習
観
が
変
わ
り
、
学
習
の
質
も

変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
（
図
４
）。

床　

定
期
考
査
前
に
生
徒
が
立
て
た
学
習
計
画
を
見

る
と
、
得
意
教
科
に
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
か
け
て
い

ま
せ
ん
。
生
徒
は
自
分
で
意
識
し
て
い
な
く
て
も
、

効
率
良
く
学
習
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
た

く
さ
ん
勉
強
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
な
り
に
工

夫
し
て
効
率
良
く
学
習
で
き
て
い
る
か
ら
短
時
間
で

済
む
こ
と
に
、
生
徒
は
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
自
分

が
無
意
識
的
に
し
て
い
る
こ
と
を
他
教
科
に
応
用
す

る
、
あ
る
い
は
成
績
の
良
い
友
だ
ち
の
学
び
方
を
真

似
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
と
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

植
阪　

最
終
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
学
習
活
動
を
通

し
て
「
自
律
し
た
学
習
者
」
を
育
て
ら
れ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
自
律
し
た
学
習
者
と
は
、
つ
ま
ず
い

た
時
に
自
分
で
課
題
を
発
見
し
克
服
で
き
る
人
で

す
。
社
会
に
出
れ
ば
、
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
先
生

も
、
詳
し
く
説
明
が
し
て
あ
る
教
科
書
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
学
校
で
身
に
付
け
た
知
識
や
技
能
は
、

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
効
果
的
な
学
び
方
を
身
に
付
け
て
お
く
こ

と
で
、
学
校
で
習
わ
な
か
っ
た
未
知
の
知
識
・
技
能

に
出
合
っ
た
時
に
も
、
自
分
で
学
び
、
獲
得
で
き
る
。

そ
う
し
た
学
び
続
け
る
姿
勢
を
育
て
る
こ
と
が
、
生

き
る
力
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

学
び
方
を
教
え

「
自
律
し
た
学
習
者
」を
育
て
る

図3

図4

学習に対する考え方（学習観）

学び方（学習方略）と学習観が
形づくられるプロセス

小学校高学年以降、非認知主義的学習観から認知主義的学
習観への切り替えが少しずつ求められる
＊植阪先生の提供資料を基に編集部で作成

＊植阪先生の提供資料を基に編集部で作成

認知主義的学習観

●意味理解志向

●思考過程重視志向

●方略志向

●失敗活用志向

非認知主義的学習観

●丸暗記志向

●結果重視志向

●練習量志向

●環境依存志向

学習観 学習方法

学習方法

学習方法

学習成果 学習意欲

認知主義的学習観
・量だけでなく工夫を！
・失敗は学ぶ良い機会

適応的な学習方略
・教訓帰納
「なぜ間違ったかを振り返る」
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─
学
校
教
育
で
学
び
方
を
指
導
す
る
に
は
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

植
阪　

学
習
方
法
講
座
な
ど
を
開
い
て
学
び
方
そ
の

も
の
を
指
導
し
た
り
、
授
業
を
工
夫
し
て
学
び
方
や

学
習
観
を
変
え
た
り
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
学
び

方
は
Ｐ
．８
図
２
で
示
し
た
と
お
り
教
科
共
通
で
活

用
で
き
る
も
の
で
す
が
、
特
に
低
学
年
で
は
、
教
科

ご
と
に
具
体
的
な
学
び
方
を
示
さ
な
い
と
、
理
解
で

き
な
い
生
徒
が
多
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
数
学
の

授
業
に
、
図
や
表
を
使
っ
て
考
え
た
り
、
筋
道
立
て

て
問
題
を
解
い
た
り
す
る
時
間
を
設
け
る
の
も
１
つ

の
方
法
で
す
。
学
年
が
上
が
っ
た
ら
、
学
び
方
を
抽

象
化
し
て
、
な
ぜ
間
違
え
た
の
か
を
分
析
す
る
方
法

や
、
言
葉
で
説
明
し
て
理
解
を
確
認
す
る
方
法
な
ど

を
指
導
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

授
業
に
グ
ル
ー
プ
学
習
や
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
取
り
入

れ
、
他
人
に
説
明
さ
せ
て
、
自
分
の
理
解
度
を
確
認

さ
せ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。「
学
び
合
い
」
と
い
う

と
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
学
習
す
る
こ
と
で
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
学
校
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
も
大
切
で
す
が
、
認
知
心
理
学
で
は
他
人

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
で
き
て
、
は
じ
め
て
自

分
が
理
解
で
き
た
と
考
え
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
は
な

く
図
や
表
を
使
っ
て
相
手
に
伝
え
た
り
、
相
手
の
質

問
に
答
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
に
も
「
学
び
合
い
」
は
活
用
で
き
ま
す
。

床
先
生
の
授
業
も
、
そ
う
し
た
学
び
合
い
を
多
用
し

て
、
よ
り
深
い
理
解
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
り
ま
し
た
。

床　

私
が
授
業
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
演
習
さ

せ
る
こ
と
よ
り
も
、
人
に
説
明
す
る
こ
と
で
理
解
を

深
め
た
り
、
自
分
の
理
解
度
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
が
説
明
し
た
後
に

同
じ
内
容
を
生
徒
同
士
で
説
明
し
合
い
、
そ
の
後
、

理
解
を
深
め
る
課
題
と
し
て
、
誤
答
を
見
せ
て
誤
り

を
説
明
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
数
学
の
授
業
で
は
、
教
師
が
公
式
な
ど

を
説
明
し
た
後
、
生
徒
は
例
題
に
従
っ
て
演
習
問
題

に
取
り
組
み
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ド
リ
ル
学
習

と
同
じ
で
、
生
徒
は
例
題
の
数
字
を
機
械
的
に
入
れ

替
え
て
解
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な

の
に
、
教
師
は
そ
の
演
習
問
題
が
出
来
れ
ば
、
生
徒

は
理
解
し
た
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
意
味
が
分

か
ら
な
い
ま
ま
公
式
を
丸
暗
記
し
て
も
、
忘
れ
れ
ば

解
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
覚
え
る
こ
と
は
必

要
で
す
が
、
ま
ず
は
公
式
を
理
解
し
な
け
れ
ば
使
え

る
知
識
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
授
業
の
意
図
を
、
生
徒
に
伝
え
る
た

め
に
「
数
学
通
信
」
を
配
布
し
ま
し
た
。
考
え
た
り

説
明
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
ぜ
大
切
な
の
か
、
ど
の

よ
う
な
学
び
方
が
理
想
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
文

章
で
説
明
し
、
生
徒
の
学
習
観
を
変
え
よ
う
と
し
ま

し
た
（
図
５
）。

植
阪　

公
式
を
覚
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
公
式

が
成
立
す
る
の
か
を
図
を
書
い
て
説
明
さ
せ
る
と
い

う
授
業
は
、従
来
の
発
想
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で
問
題
を
解
け
さ
え
す
れ
ば

よ
い
と
思
っ
て
い
た
生
徒
は
戸
惑
い
ま
す
。
授
業
の

意
図
を
き
ち
ん
と
説
明
し
、
生
徒
の
戸
惑
い
や
意
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
「
数
学
通
信
」
は
有

効
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
床
先
生
の
実
践
は
、
授
業
だ
け

で
は
な
く
、
定
期
考
査
の
内
容
も
変
え
た
と
こ
ろ
が

画
期
的
だ
と
思
い
ま
す
。
出
来
た
か
出
来
な
い
か
を

問
う
試
験
で
は
な
く
、
考
え
方
を
重
視
す
る
試
験
に

す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
今
ま
で
の
学
び
方
を
変
え
ざ

る
を
得
な
い
よ
う
に
誘
導
し
て
い
ま
し
た
。

床　

授
業
中
に
い
く
ら
「
考
え
る
こ
と
が
大
事
」「
途

中
の
経
過
が
大
切
」
と
言
っ
て
も
、
定
期
考
査
の
問

題
が
今
ま
で
と
同
じ
で
は
、
生
徒
は
結
局
、
元
々
の

学
び
方
を
続
け
て
し
ま
い
ま
す
。定
期
考
査
で
も「
な

ぜ
そ
う
な
る
の
か
」
を
問
う
問
題
を
出
し
て
、
生
徒

の
学
び
方
や
学
習
観
を
変
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
定
期
考
査
で
は
正
答
率
だ
け
で
な
く
、

「
本
当
に
理
解
し
て
い
る
の
か
」「
学
び
方
は
適
切
か
」

と
い
っ
た
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
時
に
は
公
式
や

他
人
に
説
明
で
き
る
こ
と
が

理
解
し
た
証
し

「
理
解
す
る
」を
根
本
的
に
問
い
直
す
授
業
を

生
徒
の
学
び
方
を
変
え
る
工
夫
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解
答
を
載
せ
て
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
を
説
明
さ
せ

る
問
い
を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

─
授
業
や
定
期
考
査
を
変
え
ら
れ
た
結
果
、
生
徒

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
か
。

床　

こ
の
指
導
法
で
は
授
業
中
に
演
習
問
題
に
ほ
と

ん
ど
取
り
組
ま
せ
な
い
の
で
、
始
め
た
ば
か
り
の
頃

は
、生
徒
は
本
当
に
授
業
に
つ
い
て
こ
ら
れ
る
の
か
、

実
力
テ
ス
ト
で
は
得
点
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安

で
し
た
。
し
か
し
、
定
期
考
査
で
生
徒
全
員
が
完
答

し
た
ク
ラ
ス
が
出
た
時
、

よ
う
や
く
こ
れ
で
い
け

る
と
い
う
感
触
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

総
合
学
力
調
査
に
よ

る
経
年
調
査
で
も
、
１

年
次
で
は
全
国
平
均
と

ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
２
年
次

で
は
基
礎
・
応
用
と
も

全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
た
の
で
、
学
力
向
上

に
効
果
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

生
徒
の
学
習
観
に
も

大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
授
業
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、

「
ち
ゃ
ん
と
理
屈
を
理
解

し
て
テ
ス
ト
に
臨
ん
だ
」

「
解
答
を
理
解
で
き
る
ま

で
考
え
な
が
ら
読
む
」

と
い
う
よ
う
に
、
覚
え

方
を
工
夫
す
る
生
徒
が
多
く
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
を
分
か
ら
な
い

ま
ま
に
し
な
い
」「
苦
手
な
内
容
を
重
点
的
に
勉
強

す
る
」
な
ど
、
望
ま
し
い
学
習
観
を
身
に
付
け
て
い

る
様
子
も
う
か
が
え
ま
し
た
。

─
今
後
、
認
知
心
理
学
を
ふ
ま
え
た
学
び
方
指
導

を
重
視
し
た
授
業
に
転
換
し
て
い
く
上
で
、
学
校
現

場
で
は
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
。

床　
「
学
び
方
を
教
え
る
」
と
い
っ
た
時
、
教
師
は

ま
ず
学
習
規
律
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

学
習
規
律
は
授
業
を
進
め
る
上
で
大
前
提
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
１
年
次
の
最
初
の
授
業
で
身
に
付
け
さ

せ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
学
習
規
律
は
導
入
期
に
徹

底
し
て
教
え
、
そ
の
後
は
学
び
方
の
指
導
を
増
や
し

て
い
く
な
ど
、
３
年
間
を
見
通
し
た
指
導
計
画
を
立

て
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

植
阪　

き
ち
ん
と
授
業
を
受
け
て
理
解
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
た
生
徒
が
、
テ
ス
ト
を
し
た
ら
全
然
出
来

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
を
お
持
ち
の
先
生
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
授
業
の
受
け
方
や
学
び

方
に
問
題
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、
そ
こ
を
工
夫
す
れ

ば
、
生
徒
の
力
は
更
に
伸
び
る
は
ず
で
す
。
学
び
方

の
指
導
を
、
教
育
現
場
に
新
し
く
課
せ
ら
れ
る
義
務

と
考
え
ず
、
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
の
１
つ
の
道

筋
と
し
て
捉
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
理

解
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

─
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

授
業
規
律
だ
け
で
な
く

学
び
方
も
計
画
的
に
指
導
す
る

図５ 床先生の「数学通信」

＊床先生の提供資料をそのまま掲載
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床
先
生
は
、
２
０
０
９
年
度
に
１
年
生
を
受
け

持
っ
て
か
ら
３
年
間
、
学
び
方
指
導
を
重
視
し
た
授

業
を
行
っ
た
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
1
年
生
で
あ
れ

ば
、
変
則
的
な
授
業
も
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ

ろ
う
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

授
業
の
特
徴
は
、
授
業
の
例
題
か
ら
定
期
考
査
ま

で
一
貫
し
て
「
考
え
る
こ
と
」
を
中
心
に
構
成
し
た

点
に
あ
る
。
授
業
で
は
、
ま
ず
先
生
が
公
式
な
ど
を

説
明
し
、
そ
の
後
、
生
徒
は
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
、

聞
い
た
内
容
を
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
。
Ｐ
．８

図
２
で
示
し
た
３
つ
の
方
略
を
全
て
取
り
入
れ
た
授

業
を
行
う
こ
と
で
、
効
果
的
な
学
習
に
は
考
え
、
客

観
視
し
、
振
り
返
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、

生
徒
に
繰
り
返
し
体
験
さ
せ
る
。

　

２
年
生
の
多
角
形
の
内
角
の
和
の
計
算
を
例
に
見

て
み
よ
う
。
通
常
の
授
業
で
は
「180

°
×
（n

─2

）」

の
公
式
を
説
明
し
、例
題
や
演
習
問
題
に
取
り
組
む
。

床
先
生
の
授
業
で
は
、
公
式
の
説
明
後
、
な
ぜ
五
角

形
の
内
角
の
和
は540

°
に
な
る
の
か
を
、
生
徒
に

説
明
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
（
図
１
）。

　
「
ｎ
と
い
う
抽
象
的
な
表
現
を
な
か
な
か
理
解
で

き
な
い
生
徒
が
多
い
の
で
す
が
、
五
角
形
と
す
れ
ば

線
を
引
く
だ
け
な
の
で
、
視
覚
的
に
も
理
解
し
や
す

く
、
人
に
も
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
ま
す
」（
床

先
生
）

　

次
に
、
深
め
る
課
題
と
し
て
、
図
の
真
ん
中
や
線

上
に
起
点
を
取
り
、
線
を
引
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に

説
明
で
き
る
か
ど
う
か
を
考
え
さ
せ
て
い
る
。

　
「
授
業
の
後
半
で
は
ド
リ
ル
的
な
学
習
だ
け
で
な

く
、『
発
見
』
を
重
視
し
て
、
生
徒
の
興
味
・
関
心

を
引
き
出
す
ス
タ
イ
ル
も
床
先
生
の
授
業
の
特
徴
の

１
つ
で
す
」（
植
阪
助
教
）

　

確
率
の
授
業
で
は
、
単
元
テ
ス
ト
で
誤
答
が
多

か
っ
た
設
問
を
取
り
上
げ
、
ど
こ
に
間
違
い
が
あ
る

の
か
言
葉
や
文
章
で
説
明
さ
せ
た
（
図
２
）。
自
分

の
解
答
を
客
観
的
に
分
析
し
、
間
違
い
や
弱
点
を
見

付
け
る
力
は
、
質
の
高
い
学
習
を
行
う
上
で
欠
か
せ

な
い
。
授
業
の
問
題
演
習
に
よ
っ
て
自
分
の
間
違
い

を
言
語
化
す
る
練
習
を
積
み
重
ね
、
自
己
分
析
力
を

高
め
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

定
期
考
査
も
授
業
に
合
わ
せ
て
変
え
、

一
貫
し
て
考
え
る
活
動
を
重
視

床先生の
実践事例

授
業
構
成
の
工
夫

教
師
の
説
明
を

自
分
の
言
葉
で
説
明
さ
せ
る

課
題
設
定
・
評
価
の
工
夫

誤
答
を
取
り
上
げ

間
違
い
は
ど
こ
か
を
見
付
け
さ
せ
る

＊床先生提供の資料を基に編集部で作成 ＊床先生提供の資料を基に編集部で作成

図1図2 ２年生「多角形の内角の和」での課題２年生「確率」での課題

従来の活動 床先生の活動

十角形 の内 角
の和を求めなさ
い。正十角形の
１つの内角は何
度か

五角形の内角の和が、540°となる
ことを、図を使って説明しなさい

当たり２本、はずれ２本が入っているくじから同時に
２本引く時、当たりくじを引く確率を求めなさい

下は、先日行った単元テストで、多くの生徒が間違
えた例である。この解き方の間違いを説明しなさい

内角の和が
900°、 1800°
となるのは、そ
れぞれ何角形か

他の分け方での求め方を説明しなさ
い当たり２本、はずれ２本が入っている４本のく

じから同時に２本取り出す。この時、当たりくじ
を引く（少なくとも１本は当たる）確率を求める
全ての引き方を図に表してから求めなさい。

従来の活動

床先生の活動
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授
業
で
の
こ
の
よ
う
な
課
題
に
合
わ
せ
て
、
定
期

考
査
の
問
題
も
変
え
た
。
前
述
の
多
角
形
の
内
角
の

和
で
は
、
一
般
的
に
は
内
角
の
和
を
求
め
る
計
算
問

題
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
床
先
生
の
定
期
考

査
で
は
、
な
ぜ
六
角
形
の
内
角
の
和
が720

°
に
な
る

の
か
を
説
明
す
る
問
題
と
し
た
（
図
３
）。

　

定
期
考
査
で
は
証
明
の
穴
埋
め
や
全
文
書
き
が
課

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
床
先
生
は
図
を
使
っ

て
説
明
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
当
に
理
解
し
て
い
る
の

か
、
学
び
方
は
正
し
い
の
か
を
評
価
す
る
問
題
と
し

た
。

　

新
た
な
発
想
（
学
習
観
）
に
よ
る
授
業
は
、
生
徒

に
と
っ
て
な
じ
み
が
な
い
も
の
な
の
で
、
戸
惑
う
可

能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法

で
学
習
す
べ
き
か
が
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
で
、
床
先
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
っ

て
、
授
業
の
意
図
を
伝
え
た
り
、
具
体
的
に
学
び
方

を
変
え
る
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
た
り
し
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
が
「
数
学
通
信
」
だ
（
Ｐ
．11
図
５
）。

授
業
の
ね
ら
い
や
ポ
イ
ン
ト
を
記
し
た
補
助
プ
リ
ン

ト
で
、
重
要
と
思
わ
れ
る
単
元
や
分
野
に
つ
い
て
解

説
す
る
。
発
行
は
年
間
30
～
50
枚
程
。
こ
れ
を
授
業

前
の
数
分
間
で
読
ま
せ
た
り
、
授
業
後
に
配
布
し
た

り
し
て
、授
業
の
意
図
を
補
足
し
て
い
る
。
時
に
は
、

他
の
生
徒
が
書
い
た
模
範
と
な
る
解
答
や
ノ
ー
ト
を

紹
介
し
、
何
を
ど
の
よ
う
に
書
け
ば
よ
い
の
か
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
床
先
生
は
、
例
題
を
読
む
だ
け
で
も
よ
い

の
で
、
予
習
を
促
し
、
生
徒
に
授
業
に
入
る
前
に
分

か
る
点
、
分
か
ら
な
い
点
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
に
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
授
業
中
、
生
徒
は
予
習
で

分
か
ら
な
い
部
分
に
集
中
で
き
、
教
師
は
生
徒
の
理

解
が
弱
い
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
授
業
を
進
め
ら
れ

る
。

　
「
生
徒
が
教
師
の
解
説
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い

な
け
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
他
者
に
説
明
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
教
師
も
生
徒
が
上
手
に
説
明

で
き
る
よ
う
に
と
、
分
か
り
や
す
く
簡
潔
な
説
明
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
冗
長
だ
っ
た

部
分
を
簡
素
化
し
、
よ
り
重
点
を
置
き
た
い
と
こ
ろ

に
時
間
を
掛
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
す
。
生
徒
同

士
に
説
明
を
さ
せ
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
指
導
の
効

率
化
に
つ
な
が
る
の
で
す
」（
床
先
生
）

　

授
業
改
善
の
結
果
、
学
力
向
上
や
生
徒
の
学
習
観

の
変
化
が
見
ら
れ
た
の
は
対
談
（
Ｐ
．11
）
で
述
べ

た
と
お
り
だ
。
一
方
で
、
課
題
も
見
え
て
き
た
。
３

年
生
に
な
り
、
高
校
入
試
が
迫
っ
て
く
る
と
、
課
題

を
書
き
写
し
て
提
出
し
た
り
、
意
味
も
考
え
ず
に
丸

暗
記
し
た
り
す
る
生
徒
が
徐
々
に
増
え
る
と
い
う
。

理
解
す
る
ま
で
じ
っ
く
り
考
え
た
り
、
友
だ
ち
同
士

で
教
え
合
っ
た
り
す
る
よ
う
な
、
気
持
ち
の
余
裕
が

な
く
な
り
、
と
り
あ
え
ず
片
付
け
て
し
ま
お
う
と
い

う
意
識
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
「
定
期
考
査
で
求
め
ら
れ
た
り
、
数
学
通
信
で
呼

び
掛
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る
間
は
出
来
て
い
て
も
、

そ
れ
が
な
く
な
る
と
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。教
師
の
支
援
が
な
く
な
っ
て
も
、

自
ら
学
ん
で
い
け
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が

ね
ら
い
で
し
た
が
、３
年
間
で
学
び
方
を
定
着
さ
せ
、

学
習
観
を
変
え
る
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

今
後
は
、
生
徒
が
授
業
で
示
し
た
学
び
方
を
自
分
の

も
の
と
し
て
ど
れ
だ
け
獲
得
で
き
て
い
る
の
か
を
、

確
認
す
る
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
床
先
生
）

補
助
プ
リ
ン
ト
の
工
夫

簡
潔
な
解
説
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り

授
業
が
効
率
化
さ
れ
る

課
題

高
校
入
試
が
迫
る
と

片
付
け
る
学
習
に
戻
る
生
徒
も

＊床先生提供の資料を基に編集部で作成

図3 ２年生「多角形の内角の和」の定期考査の問題

六角形の内角の和を求めなさい

六角形の内角の和は、720°になる。この求め
方を下の図を使って説明しなさい

従来の問題

床先生の問題
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S c h o o l  D a t a
◎１９８８（昭和６３）年開校。「共
に自立をめざす生徒」を教育目標と
して、授業での学び合い、生徒と
教師が共に学習活動の向上を図る
「学習活動創造会」、学習シラバ
スの活用などを通して確かな学力の
育成を目指す。

校長◎矢嶋英敏先生　

生徒数◎ 621 人　　学級数◎ 19 学級（うち特別支援学級２）

所在地◎〒502-0056　岐阜市長良真生町 3-27-4

TEL◎ 058-294-1782

URL◎ http://cms.gifu-gif.ed.jp/h-nagara-j/

公開研究会◎２０１２年 11月16日

　

岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校
で
は
、
授
業
の
開
始
・

終
了
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
ら
な
い
。
15
年
前
、
生
活
委

員
会
か
ら
「
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
か
ら
動
く
の
で
は

受
け
身
で
は
な
い
か
」「
時
計
が
な
く
て
も
動
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
生
徒
と

教
師
が
チ
ャ
イ
ム
の
意
義
を
考
え
、
ど
う
す
れ
ば

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
ら
な
く
て
も
時
間
通
り
に
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
か
を
話
し
合
い
、
チ
ャ
イ
ム
を
や

め
た
。
後
藤
喜
朗
教
頭
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
生
徒
が
教
育
課
程
に
参
画
す
る
の
は
、
本
校
の

伝
統
で
す
。
運
動
会
の
演
目
の
多
く
も
、
生
徒
が
発

案
し
た
も
の
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
声

に
耳
を
傾
け
、
生
徒
と
教
師
が
意
見
を
交
わ
す
こ
と

は
、
本
校
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
生
徒
に
任

せ
ら
れ
る
部
分
は
任
せ
、
共
に
学
校
を
築
い
て
い
こ

う
と
い
う
校
風
が
根
付
い
て
い
ま
す
」

　

授
業
も
、
生
徒
と
教
師
が
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い

く
と
い
う
意
識
が
定
着
し
て
い
る
。
学
級
目
標
の
他

に
、
学
習
目
標
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
生
徒
が
話
し
合
っ

て
決
め
て
い
る
。生
徒
は
積
極
的
に
授
業
に
参
画
し
、

学
び
合
い
の
場
で
も
意
見
を
述
べ
合
い
、
互
い
を
支

え
合
う
光
景
が
日
常
的
に
見
ら
れ
る
。

　

同
校
は
、
25
年
前
に
長
良
中
学
校
か
ら
分
離
独
立

し
て
開
校
し
た
。
長
良
中
時
代
か
ら
岐
阜
大
教
育
学

部
の
実
習
校
に
指
定
さ
れ
、
ま
た
、
県
内
か
ら
派
遣

さ
れ
た
教
師
の
研
修
校
と
し
て
、
教
員
養
成
の
一
端

を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
、
学
区
内

の
生
徒
を
受
け
入
れ
る
地
域
の
公
立
校
で
あ
り
、
生

徒
の
家
庭
環
境
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
学
力
は
幅
広
い
。

そ
う
し
た
生
徒
が
主
体
的
に
学
び
に
参
画
す
る
校
風

は
、
ど
の
よ
う
に
培
わ
れ
て
き
た
の
か
。

　

転
機
は
、
30
年
前
、
長
良
中
学
校
で
の
生
活
指
導

の
改
革
に
あ
る
。
当
時
の
校
長
が
「
環
境
が
人
を
つ

く
る
」
と
い
う
信
念
の
下
に
、
校
内
美
化
を
目
標
に

生
活
指
導
に
力
を
入
れ
た
。
当
初
は
生
徒
が
積
極
的

先
輩
や
仲
間
の
取
り
組
み
を
通
し

学
び
方
を
自
ら
見
直
し
改
善

岐
阜
県

岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校

岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校
に
は
、
生
徒
が
主
体
的
に
授
業
や
学
習
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
学
校
文
化
が
あ
る
。

生
徒
同
士
が
学
年
を
超
え
て
切
磋
琢
磨
し
合
い
、
よ
り
良
い
学
習
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
中
で
、

学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
、
自
律
的
な
学
習
態
度
が
育
ま
れ
て
い
る
。

学
校
事
例

1

主
体
的
な
学
び
は

学
習
環
境
の
改
善
か
ら

◉
学
習
意
欲
の
醸
成
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特集

「自律的な学習者」を育てる学び方指導

に
動
く
こ
と
は
な
く
、
教
師
が
率
先
垂
範
で
放
課
後

に
自
ら
教
室
を
片
付
け
て
い
た
。
当
時
、
担
任
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
矢
嶋
英
敏
校
長
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
全
国
的
に
生
徒
の
荒
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
た

時
代
で
、
本
校
も
落
ち
着
い
た
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
見
た
目
を
美
し
く
整

え
、
落
ち
着
き
の
あ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
、
生

徒
が
学
び
に
向
か
う
土
台
に
な
る
と
考
え
、
生
活
指

導
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。『
見
た
目
を
美
し
く
』
は
、

目
標
と
し
て
誰
に
も
分
か
り
や
す
く
、
結
果
が
見
え

や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
指
導
は
『
型
』

か
ら
入
り
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
活
動
に
よ
っ
て

学
校
が
少
し
ず
つ
き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と
で
、
生
徒

は
達
成
感
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１
つ
出
来

た
こ
と
が
自
信
と
な
り
、
更
に
良
い
も
の
を
求
め
て

周
囲
に
働
き
掛
け
、
次
の
改
善
を
す
る
。
こ
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
生
徒
と
教
師
の
信
頼
関
係
が
築
か

れ
、
本
校
の
校
風
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

そ
の
校
風
が
長
良
中
学
校
か
ら
独
立
後
も
、
同
校

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
今
も
生
活
指
導
は
生
徒
が

落
ち
着
い
て
学
習
に
向
か
う
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　

生
徒
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
授
業
に
参
画
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
校
で
は
授
業
を「
学
習
活
動
」

と
呼
ぶ
。
教
師
が
生
徒
に
「
業
を
授
け
る
」
だ
け
で

な
く
、
生
徒
と
教
師
が
「
共
に
築
き
上
げ
て
い
く
」

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
本
校
の
教
育
目
標
は
『
共
に
自
立
を
目
指
す
生

徒
』
で
あ
り
、
教
科
の
研
究
主
題
を
始
め
、
あ
ら
ゆ

る
教
育
活
動
の
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
涯
学
び

続
け
ら
れ
る
人
を
育
て
る
の
が
我
々
の
使
命
で
あ

り
、生
徒
が
目
指
す
姿
で
も
あ
り
ま
す
」（
後
藤
教
頭
）

　

そ
の
姿
勢
が
最
も
よ
く
表
れ
て
い
る
取
り
組
み

が
、「
学
習
活
動
創
造
会
」
だ
。
１
～
３
年
生
の
全

学
級
の
代
表
が
集
ま
り
、
各
学
級
の
学
習
に
関
す
る

取
り
組
み
を
共
有
す
る
場
で
あ
る
。
15
年
前
、
１
年

生
が
「
先
輩
の
学
習
を
見
て
み
た
い
」
と
、ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
授
業
見
学
を
申
し
出
た
の
が
始
ま
り
だ
っ

た
。
同
校
で
は
学
習
活
動
に
生
徒
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
共
に
何
で
も
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
意
識
や
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
大
切

に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
学
校
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
に
し
た
。
教
務
主
任
の
山
口
政
有
先
生
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

　
「
シ
ラ
バ
ス
に
は
各
教
科
の
学
習
法
や
学
び
合
い

の
進
め
方
が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

生
徒
が
自
ら
学
習
に
向
か
う
態
度
を
養
い
、
学
習
法

を
身
に
付
け
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
先
輩
の
取

り
組
み
を
間
近
に
見
て
、
驚
い
て
、
感
動
し
、
こ
う

い
う
方
法
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
よ

く
な
る
と
い
う
気
付
き
か
ら
、
学
習
に
向
か
う
態
度

が
育
ま
れ
、学
習
法
が
自
分
の
も
の
と
な
る
の
で
す
」

　

学
習
活
動
創
造
会
は
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

　

ま
ず
、
年
５
回
、
そ
れ
ぞ
れ
１
学
級
が
授
業
や
学

活
を
公
開
す
る
全
校
研
究
会
（
全
研
）
を
開
く
。
そ

れ
を
、
各
学
級
の
学
習
委
員
と
当
該
教
科
の
学
習
係

（
社
会
の
授
業
な
ら
社
会
科
係
、
学
活
な
ら
進
路
委

員
）
の
２
人
が
参
観
す
る
。

　

全
研
の
前
後
に
は
、
学
級
の
代
表
が
集
ま
り
学
習

活
動
創
造
会
を
開
き
、
情
報
を
共
有
す
る
。

　

事
前
の
「
学
習
活
動
創
造
会
Ⅰ
」
で
は
、
全
研
の

参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、
全
研
で
の
目
標
や
抱
負
を

語
り
合
う
。公
開
授
業
を
担
当
す
る
学
級
の
代
表
は
、

学
級
の
こ
れ
ま
で
の
学
習
活
動
を
発
表
し
、
公
開
授

業
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
。
各
学
級
の
代
表
は
、

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
た
り
、
自
分
の
学

級
の
課
題
を
発
表
し
た
り
す
る
。

　

２
０
１
２
年
９
月
の
学
活
の
全
研
に
向
け
た
学
習

活
動
創
造
会
Ⅰ
で
は
、
見
学
す
る
２
年
生
か
ら
「
学

活
は
普
通
の
授
業
に
比
べ
て
挙
手
が
少
な
い
。
学
活

を
公
開
す
る
２
年
１
組
が
、
ど
の
よ
う
な
声
掛
け
や

授
業
を
他
学
級
・
他
学
年
に
公
開
し

学
習
の
仕
方
を
学
び
合
う

◉
生
徒
に
よ
る
学
級
の
学
習
法
改
善

岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校
校
長

矢
嶋
英
敏
　
や
じ
ま
・
ひ
で
と
し  

「
自
ら
率
先
垂
範
を
示
す
こ
と
で
、
よ
り
質

の
高
い
教
育
を
目
指
す
学
校
風
土
を
醸
成
し

て
い
き
た
い
」

岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校
教
頭

後
藤
喜
朗
　
ご
と
う
・
よ
し
ろ
う  

「
教
師
自
身
も
自
立
し
た
学
習
者
と
し
て
、

共
に
学
び
合
い
高
め
合
う
職
員
集
団
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
」

岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校

山
口
政
有
　
や
ま
ぐ
ち
・
ま
さ
と
も  

教
務
主
任
。
国
語
科
担
当
。「
生
徒
の
喜
び

を
自
分
の
喜
び
と
し
て
感
じ
、
常
に
情
熱
を

持
っ
て
生
徒
と
接
し
て
い
き
た
い
」
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進
め
方
を
し
て
い
る
の
か
参
考
に
し
た
い
」
と
い
う

抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
（
写
真
１
）。

　

全
研
終
了
後
に
は
、
参
観
し
た
生
徒
が
そ
こ
で
得

た
こ
と
（
図
１
）
を
、
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
て
配
っ

た
り
、
模
造
紙
に
書
い
て
教
室
の
壁
に
貼
っ
た
り
し

て
、
各
学
級
の
活
動
に
生
か
す
。
学
び
合
い
を
活
発

に
す
る
た
め
の
う
な
ず
き
の
方
法
、
挙
手
を
促
す
た

め
に
分
か
り
や
す
く
話
す
工
夫
、
友
だ
ち
を
支
援
す

る
た
め
に
相
手
意
識
を
持
つ
こ
と
な
ど
、
学
級
の
学

習
活
動
を
向
上
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
、
他
学
級
の
授
業
の
様
子
を
見
て
、
自
分
の
学
級

に
生
か
せ
る
方
法
や
工
夫
を
盛
り
込
み
、共
有
す
る
。

　

そ
の
後
、
再
び
学
級
の
代
表
が
集
ま
り
、「
学
習

活
動
創
造
会
Ⅱ
」
を
実
施
す
る
。
全
研
か
ら
何
を
学

び
、
ど
の
よ
う
に
学
級
に
広
め
た
の
か
を
発
表
し
、

会
後
に
は
そ
の
内
容
も
全
学
級
で
共
有
す
る
。
昨
年

は
「
Ａ
組
の
よ
う
な
交
流
を
取
り
入
れ
た
ら
、
学
習

活
動
が
楽
し
く
な
っ
た
」と
発
言
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

取
り
組
み
は
生
徒
主
導
で
進
め
る
が
、
要
所
は
教

師
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
例
え
ば
、
９
月
の
学
習
活
動

創
造
会
Ⅰ
で
は
、
会
の
最
後
に
改
め
て
担
当
の
教
師

か
ら
、
今
回
の
全
研
の
意
義
や
参
加
者
の
心
構
え
が

確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
プ
リ
ン
ト
や
掲
示
物
を
作
る

前
に
は
、
必
ず
当
該
教
科
の
教
科
担
任
や
学
級
担
任

が
見
て
、
必
要
な
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
い
る
。

　
「
生
徒
に
全
て
任
せ
て
い
る
よ
う
で
、
肝
心
の
と

こ
ろ
で
は
教
師
が
手
を
掛
け
て
い
ま
す
。
生
徒
の
主

体
性
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
教
師
が
さ
り
げ
な
く
支

援
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
」（
山
口
先
生
）

　

学
級
の
学
習
活
動
の
質
を
高
め
て
い
く
手
立
て
を

自
ら
考
え
る
こ
と
で
、
生
徒
は
学
習
の
主
体
が
ほ
か

な
ら
ぬ
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
が

主
体
的
に
授
業
に
参
加
す
る
意
欲
を
育
み
、
自
律
的

に
学
ぶ
力
を
高
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
学
習
ス
キ
ル
を
高
め
る
手
立
て
と
し
て

は
、
06
年
度
か
ら
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
て
い
る
。
各

教
科
の
学
習
の
仕
方
や
上
手
な
学
び
合
い
の
方
法
、

評
価
の
観
点
な
ど
、
生
徒
の
自
律
的
な
学
び
に
向
け

て
、学
習
ス
キ
ル
を
伝
達
す
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

発
話
の
基
に
な
る
思
考
法
を
盛
り
込
み

根
拠
や
理
由
の
重
要
性
を
意
識
さ
せ
る

◉
シ
ラ
バ
ス
の
工
夫

図１ 学習活動創造会　全校研究会で学んだこと

全校研究会で参観した授業についてまとめる。上記は、３年５組が公
開した技術・家庭科の授業を見て、２年生の生徒がまとめたもの。自
分のクラスの様子と比べて、改善点を述べている
＊同校の資料をそのまま掲載

写真１　学習活動創造会の様子。この日は、学活の全校研究会に向けた話
し合いがなされていた。司会の生徒の呼び掛けに、各学級の代表は一斉に
挙手をして、意見を述べていた
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特
に
重
視
す
る
の
が
、
学
び
合
い
を
円
滑
に
行
う

た
め
の
力
だ
。「
自
分
の
考
え
や
思
っ
た
こ
と
を
発

表
す
る
時
」「
理
由
を
述
べ
る
時
」
な
ど
、
場
面
に

応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
し
方
を
紹
介
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

更
に
、
発
話
の
基
に
な
る
思
考
法
を
紹
介
。「
以

前
の
学
習
と
比
較
す
る
」「
他
教
科
で
学
習
し
た
こ

と
を
活
か
す
」
な
ど
具
体
例
を
示
し
た
。
実
際
に
学

び
合
い
で
使
う
こ
と
で
、
生
徒
が
学
ん
だ
こ
と
を
関

連
付
け
た
り
、
根
拠
や
理
由
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

意
識
さ
せ
る
ね
ら
い
も
あ
る
。

　

シ
ラ
バ
ス
は
、
年
度
当
初
に
配
布
し
て
説
明
す
る

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
が
、
同

校
で
は
普
段
の
授
業
で
も
、「
今
日
の
学
習
は
シ
ラ

バ
ス
に
書
い
て
あ
る
力
を
付
け
る
た
め
の
も
の
だ

よ
」「
今
の
Ａ
君
の
発
言
は
良
か
っ
た
。
シ
ラ
バ
ス

の
こ
こ
に
違
う
表
現
が
書
い
て
あ
る
か
ら
使
え
る
よ

う
に
し
よ
う
」
な
ど
、
折
に
触
れ
て
教
師
が
シ
ラ
バ

ス
と
関
連
付
け
て
価
値
付
け
し
、
生
徒
に
シ
ラ
バ
ス

の
存
在
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
教
科
書

や
ノ
ー
ト
と
一
緒
に
シ
ラ
バ
ス
を
机
の
上
に
常
備
し

て
い
る
生
徒
は
多
く
、
発
言
形
式
を
参
考
に
し
な
が

ら
行
う
言
語
活
動
な
ど
で
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と

い
う
。

　

同
校
で
は
、
１
９
９
３
年
度
か
ら
学
び
合
い
に
重

点
を
置
い
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
徒
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
よ
っ
て
、
学
び
合
い
を
通
し
て
学
習

が
「
よ
く
分
か
る
」「
分
か
る
」
と
答
え
た
生
徒
が

８
割
に
達
す
る
一
方
で
、「
分
か
ら
な
い
」
と
答
え

た
生
徒
も
15
％
お
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
友
だ
ち

に
伝
え
ら
れ
た
生
徒
は
３
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
出
来
る
生
徒
が
学
習
意
欲
を
高

め
、
学
び
方
を
身
に
付
け
て
い
る
一
方
、
自
分
の
考

え
を
持
て
な
い
ま
ま
、
取
り
残
さ
れ
て
い
る
生
徒
も

一
定
数
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

同
校
で
は
、
全
て
の
生
徒
が
学
ぶ
喜
び
を
実
感
す

る
た
め
に
は
、
学
び
合
い
の
土
台

と
な
る
基
礎
・
基
本
の
定
着
が
不

可
欠
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
立

て
、
11
年
度
か
ら
「
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
・
技
能
の
確
実
な
定

着
」を
テ
ー
マ
に
研
究
を
始
め
た
。

　

第
一
に
意
識
し
た
の
は
、
学
習

集
団
づ
く
り
の
強
化
だ
。

　
「
学
び
合
い
の
活
性
化
に
は
、

分
か
ら
な
い
こ
と
を
『
分
か
ら
な

い
』
と
言
い
合
え
る
集
団
で
あ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
生
徒
が
『
失

敗
し
て
も
大
丈
夫
』
と
思
え
る
雰

囲
気
づ
く
り
も
、
学
力
向
上
に
欠

か
せ
な
い
要
素
だ
と
考
え
ま
す
」

（
山
口
先
生
）

　

シ
ラ
バ
ス
に
学
び
合
い
で
の
方

針
を
示
す
と
共
に
（
図
２
）、
学

習
以
外
の
場
面
で
も
仲
間
づ
く
り
を
意
識
。
学
び
合

い
で
の
席
順
も
配
慮
し
、「
分
か
ら
な
い
」
と
意
思

表
示
を
し
や
す
い
工
夫
を
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

も
学
級
ご
と
に
挙
手
時
の
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
を
決
め
て

い
た
が
（
質
問
、
考
え
中
な
ど
）、
11
年
度
か
ら
「
分

か
ら
な
い
」
の
サ
イ
ン
も
決
め
、
授
業
が
分
か
ら
な

い
時
に
活
用
す
る
よ
う
、
生
徒
に
呼
び
掛
け
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
授
業
で
「
分
か
ら
な
い
」
と
意
思
表
示

す
る
生
徒
が
増
え
、
教
え
る
側
の
生
徒
に
も
「
出
来

る
だ
け
分
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
」
と
い
う
意
識

が
芽
生
え
始
め
て
い
る
と
、山
口
先
生
は
指
摘
す
る
。

「
分
か
ら
な
い
」と
言
え
る
集
団
に
し

間
違
い
か
ら
学
べ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る

◉
学
び
合
い
で
の
工
夫
①

図２ シラバスでの「学び合い」の方針

全員が「分かる」学習活動をめざす！

“分かったつもり”から抜け出す
学習活動をめざす！

“分からない”なら“分からない”
と仲間にヒントを求める！

◎自分の考えが通じなかったり、「何となく」と言われたら、自分の考えのどこか
に課題があります。

自分の考えをできるだけ分かりやすく簡潔に話そうと整理してみま
しょう。メモや図にして整理してみる！

「分かった」の基準を明らかにする！

解決策

分かる 伝えられる

＊同校の資料を基に編集部で作成

「10」のことを説明したら、学級全員が「10」を分かることが基準

同じにする

分かりやすさには、人の心を動かす力がある！
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「
い
ざ
他
人
に
教
え
よ
う
と
す
る
と
う
ま
く
教
え

ら
れ
ず
、
実
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付

く
生
徒
も
い
ま
す
。
学
習
に
お
い
て
、
間
違
い
や
失

敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
、
生
徒
は
気
付

く
の
で
す
。
分
か
ら
な
い
と
言
え
る
こ
と
は
、
そ
の

生
徒
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
教

え
た
生
徒
が
更
に
深
い
理
解
を
得
ら
れ
る
２
つ
の
利

点
が
あ
り
ま
す
」

　

学
習
指
導
計
画
の
見
直
し
に
も
着
手
し
た
。
こ
の

時
間
は
基
礎
・
基
本
の
定
着
に
重
点
を
置
い
て
指
導

し
、
次
の
時
間
で
は
前
時
で
の
知
識
を
基
に
学
び
合

い
を
行
う
と
い
う
よ
う
に
、
生
徒
の
思
考
過
程
に

沿
っ
た
学
習
の
並
び
に
な
る
よ
う
、
単
元
構
成
の
見

直
し
を
図
っ
た
。

　

国
語
を
例
に
説
明
す
る
と
、
以
前
は
、
取
り
上
げ

た
作
品
を
貫
く
課
題
の
確
認
や
登
場
人
物
の
整
理
な

ど
を
行
っ
て
作
品
全
体
の
見
通
し
を
持
て
た
ら
、
す

ぐ
に
学
び
合
い
に
入
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
作
品
に
関
す
る
基
礎
知
識
が
な
い
生
徒
に
は
学
び

合
い
が
難
し
く
、
基
礎
知
識
を
持
っ
て
い
る
一
部
の

生
徒
だ
け
で
学
び
合
い
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
11
年
度
か
ら
の
指
導
計
画
で
は
、
例
え
ば

最
初
の
２
時
間
で
社
会
背
景
を
学
び
、
情
景
描
写
に

着
目
す
る
力
を
付
け
、
作
品
理
解
の
た
め
の
基
礎
知

識
の
定
着
を
行
っ
た
上
で
学
び
合
い
に
入
り
、
主
人

公
の
心
情
の
読
み
取
り
を
行
う
よ
う
に
し
た
。

　

更
に
、
学
び
合
い
の
前
に
自
分
の
考
え
を
書
く
時

間
を
設
け
る
よ
う
に
し
た
。
自
分
の
考
え
を
ま
と
め

る
こ
と
で
、
背
景
知
識
を
き
ち
ん
と
理
解
で
き
て
い

る
か
、
ど
こ
が
理
解
で
き
て
い
な
い
の
か
を
自
ら
明

ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
教
師
は
机
間
指
導
な
ど
で

一
人
ひ
と
り
の
理
解
度
を
確
認
し
、
理
解
が
不
足
し

て
い
る
生
徒
を
個
別
に
支
援
し
て
い
る
（
写
真
２
）。

　

自
主
学
習
と
家
庭
学
習
の
充
実
も
、
取
り
組
み
の

柱
の
１
つ
で
あ
る
。

　

定
期
考
査
の
２
週
間
前
か
ら
は
、
帰
り
の
会
の
後

に
数
回
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
間
」
を
設
け
る
。
自

分
の
弱
点
や
伸
ば
し
た
い
教
科
を
学
び
直
す
自
習
の

時
間
だ
。
１
回
45
分
で
、
前
半
30
分
は
１
人
で
取
り

組
み
、
残
り
は
友
だ
ち
同
士
で
教
え
合
う
。
全
校
一

斉
で
も
２
、３
回
実
施
し
、
教
科
担
当
が
持
ち
回
り

で
各
学
級
を
回
り
、
生
徒
の
質
問
に
応
じ
て
い
る
。

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
は
、
教
科
係
の
生
徒
が
作
成
し
た

模
擬
テ
ス
ト
に
取
り
組
み
、
分
か
ら
な
い
生
徒
に
教

え
る
こ
と
も
あ
る
。

　

家
庭
学
習
の
充
実
の
た
め
に
活
用
し
て
い
る
の
が

「
学
習
予
定
帳
」
だ
（
図
３
）。
毎
日
の
学
習
計
画
と

達
成
状
況
を
記
入
す
る
生
活
記
録
で
、
朝
の
班
会
議

に
お
い
て
生
徒
が
家
庭
学
習
の
状
況
を
報
告
し
合

い
、
仲
間
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。
宿
題
以
外

に
、
ど
の
よ
う
に
家
庭
学
習
を
す
れ
ば
良
い
の
か
分

か
ら
な
い
生
徒
で
も
、
友
だ
ち
の
学
習
法
を
知
っ
て

取
り
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

教
師
に
と
っ
て
は
、
生
徒
把
握
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
に
も
な
る
。
そ
の
日
の
感
想
な
ど

を
書
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
日
常
の
状
態

を
把
握
し
、
学
習
内
容
や
学
習
行
動
で
の
気
付
き
を

見
て
、
意
思
表
示
が
苦
手
な
生
徒
に
は
、「
仲
間
が

発
言
し
た
後
の
挙
手
を
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
い

で
す
ね
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。

　

定
期
考
査
前
に
は
、
学
習
予
定
帳
を
活
用
し
、
帰

り
の
会
で
帰
宅
後
に
取
り
組
む
自
習
の
予
定
を
立

て
、
班
内
で
学
習
時
間
や
内
容
を
確
認
す
る
。
班
に

家
庭
学
習
計
画
を
グ
ル
ー
プ
で
立
て

計
画
を
遂
行
す
る
力
を
付
け
る

◉
自
主
学
習
の
工
夫

生
徒
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
に

合
わ
せ
た
単
元
構
成
を
工
夫

◉
学
び
合
い
で
の
工
夫
②

写真２　１年生の国語の授業での学び合いの様子。文章が「推敲」された過程に
着目し、文章の論理構成について考える課題に取り組んだ
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よ
っ
て
は
、
取
り
組
む
教
科
と
範
囲
を
決
め
る
こ
と

も
あ
る
。
自
習
の
取
り
組
み
状
況
は
翌
朝
の
班
会
議

で
確
認
し
、
出
来
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
教
え
合
う
。

な
お
、
定
期
考
査
後
の
振
り
返
り
の
時
間
で
は
、
教

師
が
生
徒
に
問
題
の
ね
ら
い
や
ど
の
よ
う
な
力
を
見

た
の
か
な
ど
を
説
明
し
、
苦
手
な
分
野
の
学
習
法
を

含
め
た
方
向
付
け
を
行
い
、
自
主
学
習
を
支
援
し
て

い
る
。

　
「
生
徒
が
自
分
の
弱
点
を
自
覚
し
、
克
服
す
る
力

を
付
け
さ
せ
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。
自
分
で
計
画
を

立
て
て
学
習
で
き
る
力
を
付
け
る
と
共
に
、
仲
間
同

士
で
学
力
を
高
め
合
お
う
と
す
る
意
識
を
育
む
こ
と

で
、
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
」（
後
藤
教
頭
）

　

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
成
績
下
位
層
の
学

習
意
識
が
若
干
改
善
し
始
め
て
お
り
、
学
習
方
法
が

伝
播
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

12
年
度
か
ら
は
、
授
業
研
究
会
の
一
部
に
生
徒
を

参
画
さ
せ
る
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
る
。
背
景
に

は
、
教
師
と
一
緒
に
議
論
し
た
い
と
い
う
生
徒
の
願

い
が
あ
る
。
後
藤
教
頭
は
、「
教
師
と
生
徒
が
同
じ

土
俵
に
立
ち
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う

意
識
を
更
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
る
。

　

課
題
は
、
依
然
と
し
て
学
び
合
い
に
参
加
で
き
な

い
生
徒
が
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
学
力
向

上
と
集
団
づ
く
り
の
両
面
か
ら
働
き
掛
け
、
基
礎
学

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

学
習
に
つ
い
て
こ
ら
れ
ず
、
上
昇
の
き
っ
か
け
を
つ

か
め
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
私
た
ち
の
使
命
は
、
生

徒
全
員
に
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
。

学
校
全
体
で
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
個
に
焦
点
を
当
て
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
学

力
向
上
を
実
感
で
き
る
指
導
を
追
求
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
矢
嶋
校
長
）

一
人
ひ
と
り
が
成
長
を

実
感
で
き
る
教
育
を
模
索

◉
成
果
と
課
題

　学校教育では、教師が教えるだけで終わってしまうこ
とが往々にしてあります。教師がうまく助言すれば生徒
の力だけで出来るのに、教師が手を出し過ぎたり、生徒
の能力を見限ってしまったりするために、その芽をつぶ
してしまうことも少なくありません。もちろん、必要な
知識・技能は教えなければなりませんが、生徒の行動を
見守ったり、アドバイスしたりしながら最後まで取り組
ませ、自分たちで出来るようになったら手を離す。そう
した「教える」「育てる」「任せる」という３つのバラン
スをうまく取ることが、教師には必要だと思います。

自律した学習者の育て方矢嶋校長
が

考える

図３ 「学習予定帳」

家庭で学習する内容を１日単位で計画を立て、学習を終えたら、計画が達
成できたかどうかを記入する。翌朝の班会議でその状況を報告し、他のメ
ンバーがアドバイスする
＊同校の資料をそのまま掲載
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S c h o o l  D a t a
◎ 1954（昭和 29）年に穂高中
学校として開校、2001 年に穂高
東中学校・穂高西中学校に分かれ
た。生徒全員が生徒会活動に参加
し、あらゆる場面でルールを厳守する
「ゼロ活動」を推進。規律ある学
校生活の実現を目指す。

校長◎太田壽久先生　

生徒数◎ 539 人　　学級数◎ 19 学級（うち特別支援学級２）

所在地◎〒399-8303　長野県安曇野市穂高 5119-2

TEL◎ 0263-82-2230

URL◎ http://www.city.azumino.ed.jp/east_jhs/

公開研究会◎未定

　

安
曇
野
市
立
穂
高
東
中
学
校
の
３
年
生
の
英
語
の

授
業
。
松
島
千
尋
先
生
に
伴
わ
れ
て
、
外
国
人
ゲ
ス

ト
５
人
が
教
室
に
入
っ
て
く
る
と
、
待
ち
か
ね
て
い

た
生
徒
の
間
に
軽
い
ざ
わ
め
き
が
起
き
た
。
ゲ
ス
ト

は
、
松
島
先
生
に
招
か
れ
た
信
州
大
教
育
学
部
の
教

員
と
留
学
生
で
、
１
グ
ル
ー
プ
に
１
人
ず
つ
入
り
、

生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

　
「Let's enjoy talking!

」
と
い
う
松
島
先
生
の

掛
け
声
と
共
に
、生
徒
と
ゲ
ス
ト
の
会
話
が
始
ま
る
。

生
徒
は
練
習
ど
お
り
に
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
各
自

で
持
ち
寄
っ
た
「
日
本
の
風
物
」
を
ゲ
ス
ト
に
紹
介

し
て
い
く
。
将
棋
盤
や
蚊
取
り
線
香
、
梅
干
し
、
団

子
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
。
持
ち
寄
っ
た

も
の
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
だ
（
写
真
）。

　
「W

hat's this?

」

　

気
軽
に
話
し
掛
け
て
く
る
ゲ
ス
ト
に
、
生
徒
は
身

振
り
手
振
り
を
交
え
て
、
た
ど
た
ど
し
い
英
語
な
が

ら
も
、
用
意
し
た
も
の
を
熱
心
に
紹
介
す
る
。

　
「T

his is w
asabi.

」

　
「Can you play shogi?

」

　

分
か
ら
な
い
単
語
が
出
て
き
た
ら
、
グ
ル
ー
プ
の

生
徒
が
す
か
さ
ず
辞
書
で
調
べ
て
サ
ポ
ー
ト
。
仲
間

と
協
力
し
な
が
ら
、
生
徒
は
初
対
面
の
外
国
人
ゲ
ス

ト
と
の
初
め
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て

い
っ
た
。

　

こ
の
授
業
を
松
島
先
生
が
企
画
し
た
背
景
に
は
、

全
て
の
生
徒
に
英
語
を
学
ぶ
「
必
要
感
」
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　

同
校
は
、
保
養
地
や
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
安

曇
野
市
の
東
部
に
位
置
す
る
公
立
中
学
校
だ
。
近
く

に
は
温
泉
や
牧
場
、
美
術
館
が
あ
る
一
方
、
新
興
住

宅
地
も
ひ
し
め
く
。
か
つ
て
荒
れ
て
い
た
同
校
は
、

10
年
程
前
か
ら
生
徒
指
導
を
徹
底
す
る
と
共
に
、
小

中
連
携
の
充
実
な
ど
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
松

島
先
生
が
赴
任
し
た
５
年
前
は
、
学
校
は
ま
だ
落
ち

「
必
要
感
」を
大
切
に
し
た
授
業
で

学
び
方
の
土
台
を
つ
く
る

長
野
県

安
曇
野
市
立
穂
高
東
中
学
校

「
自
律
し
た
学
習
者
を
育
て
る
に
は
、
学
び
方
を
指
導
す
る
前
に
、
ま
ず
生
徒
の
心
を
動
か
す
授
業
が
大
切
」
と
語
る

安
曇
野
市
立
穂
高
東
中
学
校
の
松
島
千
尋
先
生
。
先
生
が
授
業
で
何
よ
り
も
重
視
す
る
の
は
、
生
徒
自
身
が
英
語
を

学
び
た
い
と
思
い
、
話
し
た
り
書
い
た
り
動
き
出
す
こ
と
。
英
語
が
苦
手
な
生
徒
の
心
に
火
を
付
け
る
工
夫
を
聞
い
た
。

学
校
事
例

2
「
英
語
な
ん
て
」と
言
う
生
徒
に

必
要
感
を
持
た
せ
た
い

◉
背
景
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着
い
た
状
態
で
は
な
く
、
生
徒
を
席
に
着
か
せ
る
こ

と
に
時
間
が
掛
か
り
、
授
業
を
進
め
る
の
は
容
易
で

は
な
か
っ
た
と
振
り
返
る
。

　
「
学
習
意
欲
が
低
く
、
英
語
な
ん
か
必
要
な
い
と

思
っ
て
い
る
生
徒
に
、
ど
ん
な
に
熱
心
に
指
導
し
て

も
、受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
」

　

学
校
が
落
ち
着
い
た
今
も
、「
英
語
な
ん
て
必
要

な
い
」
と
言
う
生
徒
も
い
る
。
ま
た
、
英
語
の
学
習

が
大
事
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
や
り
が
い
を
見
い

だ
せ
ず
、
苦
手
意
識
を
抱
え
た
ま
ま
卒
業
す
る
生
徒

も
多
い
。
そ
れ
ら
の
生
徒
た
ち
が
、
英
語
に
向
き
合

う
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
松
島
先
生
は
、
生

徒
が
自
ら
「
英
語
を
学
び
た
い
」
と
思
う
よ
う
な
教

材
や
場
面
設
定
を
工
夫
す
る
こ
と
だ
と
考
え
た
。

　
「
高
校
受
験
と
い
う
目
前
の
目
標
で
は
な
く
、
そ

の
先
の
将
来
を
見
据
え
た
指
導
が
大
切
で
す
。
教
師

の
熱
意
や
愛
情
、
信
念
が
生
徒
に
伝
わ
れ
ば
、
そ
れ

が
生
徒
の
や
る
気
と
な
り
頑
張
れ
る
よ
う
に
な
る
と

思
う
の
で
す
」（
松
島
先
生
）

　

松
島
先
生
が
授
業
づ
く
り
で
最
も
大
切
に
し
て
い

る
の
は
、
生
徒
に
英
語
を
話
し
た
い
と
思
う
状
況
を

つ
く
る
こ
と
だ
。

　
「
ど
の
教
科
に
も
い
え
る
こ
と
で
す
が
、『
学
び
た

い
』
と
い
う
心
が
育
っ
て
い
な
い
生
徒
に
、
ど
ん
な

に
学
び
方
を
指
導
し
て
も
身
に
付
き
ま
せ
ん
。
生
徒

が
話
し
た
い
こ
と
、
書
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
こ

と
は
何
か
。
生
徒
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
考
え

て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
材
や
場
面
を
常
に
探
し

続
け
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」（
松
島
先
生
）

　

そ
の
工
夫
の
１
つ
が
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
外
国
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

　
「
教
科
書
で
は
、
必
ず
日
本
の
風
物
を
扱
い
ま
す
。

し
か
し
、
友
だ
ち
同
士
で
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
し
て
も
、

た
い
が
い
の
『
日
本
の
風
物
』
は
知
っ
て
い
る
の
で

面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
伝
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち

も
あ
ま
り
持
て
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
の
お
気
に

入
り
の
も
の
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
外
国
人
に
紹

介
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
活
動
に
対
す
る
必
要
感
が

生
ま
れ
、意
欲
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
授
業
で
は
、

生
徒
が
伝
え
た
い
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
ま

ず
紹
介
す
る
内
容
を
日
本
語
で
書
か
せ
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
内
容
を
出
来
る
限
り
シ
ン
プ
ル
な
英
文
に

直
し
て
い
く
の
で
す
。
外
国
人
に
自
分
の
伝
え
た
い

こ
と
が
伝
わ
っ
た
、
相
手
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
と
い
う
体
験
は
、
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
自

信
に
な
る
で
し
ょ
う
」

　

事
実
、
今
回
の
活
動
で
は
、
松
島
先
生
も
予
想
し

な
か
っ
た
生
徒
の
や
る
気
が
見
ら
れ
た
。

　

あ
る
生
徒
は
、
１
・
２
年
生
の
時
に
は
英
語
の
授

業
に
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
か
っ
た
が
、
自
分
が
熱
中

し
て
い
る
空
手
の
こ
と
を
伝
え
た
い
と
考
え
、
外
国

人
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
何
度
も
英
文
を
修
正

し
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
紹
介
の
仕
方
を
何
度
も
練
習
し

た
。
ほ
ぼ
英
文
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
が
、
本
番
前

に
黒
帯
に
な
り
、
そ
の
こ
と
も
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
英
文
を
全
て
書
き
直
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ス
ト
で
い
つ
も
平
均
点
以
下
だ
っ
た
生

徒
が
、
活
動
中
に
「
○
○
を
伝
え
た
い
時
は
英
語
で

何
て
言
え
ば
い
い
の
？
」
と
、
松
島
先
生
や
仲
間
に

よ
く
質
問
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
「
生
徒
が
自
分
の
思
い
を
何
と
か
英
語
に
し
て
伝

え
よ
う
と
す
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
何
度

も
辞
書
を
引
い
た
り
、
教
科
書
の
例
文
を
見
た
り
し

「
伝
え
た
い
」と
い
う
強
い
気
持
ち
が

生
徒
の
「
学
び
方
」も
変
え
る

◉
学
習
に
向
か
わ
せ
る
工
夫
①

安
曇
野
市
立
穂
高
東
中
学
校

松
島
千
尋
　
ま
つ
し
ま
・
ち
ひ
ろ  

英
語
科
。「
生
徒
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

が
あ
る
。
英
語
を
学
び
な
が
ら
感
性
を
磨
き
、

社
会
に
大
き
く
羽
ば
た
く
人
を
育
て
た
い
」

写真　生徒と外国人ゲストの交流。松島先生が信州大教育学部附属松本中
学校に勤務していた頃の人脈を生かして実現した
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な
が
ら
英
文
を
修
正
す
る
う
ち
に
、
語
彙
力
や
英
作

文
の
力
が
伸
び
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
教
師

に
や
ら
さ
れ
て
い
た
り
、
自
分
が
関
心
の
な
い
テ
ー

マ
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
こ
ま
で
粘
り
強
く
英
文
を

修
正
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。『
何
と
し
て
も
伝
え

た
い
』
と
い
う
気
持
ち
が
、
英
語
に
向
き
合
う
気
持

ち
だ
け
で
な
く
、
そ
の
学
び
方
も
変
え
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
」
と
、松
島
先
生
は
手
応
え
を
述
べ
る
。

　

題
材
に
は
道
徳
的
な
テ
ー
マ
を
選
び
、
生
徒
が
書

き
た
い
、話
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
。あ
る

授
業
で
は
、写
真
家
の
ケ
ビ
ン
・
カ
ー
タ
ー
氏
が
ス
ー

ダ
ン
内
戦
の
惨
状
を
伝
え
よ
う
と
撮
影
し
た
「
ハ
ゲ

ワ
シ
と
少
女
」
を
題
材
と
し
た
。
カ
ー
タ
ー
氏
は
少

女
を
助
け
る
た
め
に
ま
ず
ハ
ゲ
ワ
シ
を
追
い
払
う
べ

き
だ
っ
た
の
か
、
ハ
ゲ
ワ
シ
を
追
い
払
わ
な
か
っ
た

か
ら
こ
そ
、
あ
の
よ
う
な
写
真
が
撮
影
で
き
、
ス
ー

ダ
ン
の
現
実
を
世
界
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
た
功

績
を
称
賛
す
べ
き
な
の
か
を
各
自
が
考
え
、
そ
の
思

い
を
英
語
で
表
現
さ
せ
た
。「
面
倒
く
さ
い
」と
言
っ

て
嫌
が
る
生
徒
は
１
人
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
道
徳
的
な
テ
ー
マ
は
自
分
の
考
え
を
持
ち
や
す

い
の
で
、書
き
た
い
と
い
う
思
い
を
喚
起
で
き
ま
す
。

道
徳
の
授
業
で
は
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
た

の
か
を
深
く
掘
り
下
げ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
内

面
で
感
じ
た
思
い
や
考
え
が
表
現
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
を
見
て
い
ま
す
」（
松
島
先
生
）

　

題
材
選
び
で
先
生
が
も
う
１
つ
意
識
す
る
の
は
、

教
科
書
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
生
徒
の
た
め
に
な
る
と

思
っ
た
題
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
だ
。「
ハ

ゲ
ワ
シ
と
少
女
」
は
指
定
外
の
教
材
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
写
真
だ
が
、
同
校
の
指
定
教
科
書
に
載
っ
て
い

た
「W

e A
re T

he W
orld

」
の
歌
詞
か
ら
ア
フ
リ

カ
の
貧
困
の
話
題
を
掘
り
起
こ
し
、「
ハ
ゲ
ワ
シ
と

少
女
」
に
つ
な
げ
た
。「
教
師
が
常
に
ア
ン
テ
ナ
を

広
げ
て
、
生
徒
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
教
材
を
探

す
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
松
島
先
生
は
強
調
す
る
。

　

今
後
も
、
環
境
問
題
や
人
間
関
係
な
ど
に
思
い
を

向
け
さ
せ
て
い
き
た
い
と
話
す
。

　

松
島
先
生
が
授
業
づ
く
り
で
意
識
す
る
２
つ
め
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
ク
ラ
ス
づ
く
り
だ
。
良
い
題
材
を
与

え
て
も
、間
違
い
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
が
な
い
と
、

生
徒
は
委
縮
し
、英
語
を
使
お
う
と
は
し
な
く
な
る
。

英
語
を
安
心
し
て
使
え
る
環
境
と
す
る
た
め
に
、
授

業
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
の
か
、
難

し
か
っ
た
の
か
、
互
い
の
理
解
を
共
有
し
な
が
ら
、

生
徒
同
士
の
人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
よ
う
な
取

り
組
み
が
重
要
だ
と
考
え
た
。

　

松
島
先
生
が
ク
ラ
ス
づ
く
り
に
活
用
す
る
の
が
、

１
単
元
に
４
～
５
回
発
行
す
る
教
科
通
信
「
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ム
ズ
」
だ
。
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
と
、

授
業
に
対
す
る
生
徒
の
感
想
を
紹
介
す
る
（
図
）。

　
「
開
か
れ
た
人
間
関
係
で
な
け
れ
ば
、
皆
の
前
で

英
語
を
使
う
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
友
だ
ち
の
考
え

を
知
り
、互
い
の
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
い
ら
れ
る
ク
ラ
ス
に
な
り

ま
す
。
英
語
の
学
力
向
上
と
ク
ラ
ス
の
人
間
関
係
づ

く
り
は
、
授
業
の
中
で
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と

生
徒
が
安
心
で
き
る
ク
ラ
ス
づ
く
り
が

他
の
生
徒
か
ら
学
ぶ
姿
勢
に
つ
な
が
る

◉
学
習
に
向
か
わ
せ
る
工
夫
②

図 「イングリッシュ・タイムズ」

「イングリッシュ・タイムズ」は生徒の感想を共有し、自己肯定
感を高めることがねらい。自分の感想がここに載ることが学び
の１つのモチベーションになっている生徒もいる。また、生徒
が活用した表現を紹介し、興味のある表現はそれぞれの「マイ・
ツールボックス」に入れておくように指示している
＊同校の資料をそのまま掲載
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考
え
ま
す
」（
松
島
先
生
）

　
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ム
ズ
」
は
、
生
徒
の

努
力
や
成
長
を
認
め
る
場
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
生

徒
が
書
い
た
英
文
を
載
せ
て
「
Ａ
君
は
今
日
こ
ん
な

英
文
を
書
い
て
い
ま
し
た
」
と
紹
介
し
た
り
、「
今

日
の
活
動
で
、
Ｂ
さ
ん
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
い
ま
し

た
」
と
生
徒
の
授
業
の
感
想
と
松
島
先
生
の
コ
メ
ン

ト
を
載
せ
た
り
し
て
い
る
。

　
「
生
徒
が
授
業
中
に
感
じ
た
こ
と
、分
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
理
解

が
更
に
深
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
年
が
上
が
り

内
容
が
難
し
く
な
る
と
『
自
分
だ
け
が
理
解
し
て
い

な
い
の
か
も
』
と
不
安
に
な
る
生
徒
も
い
ま
す
。
生

徒
が
言
え
な
か
っ
た
質
問
や
間
違
い
を『
良
い
題
材
』

と
し
て
教
科
通
信
に
活
用
す
れ
ば
、『
自
分
も
授
業

に
参
加
し
て
い
る
。
認
め
ら
れ
て
い
る
』
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
自
己
肯
定
感
が

『
他
の
生
徒
の
学
び
か
ら
も
学
ぼ
う
』
と
い
う
意
欲

や
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
生
徒
の
学
び
方

を
変
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
そ
の
生
徒
の
学
習
に

向
か
う
気
持
ち
や
意
欲
か
ら
変
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
の
で
す
」（
松
島
先
生
）

　

松
島
先
生
は
、学
び
方
の
土
台
と
な
る
「
必
要
感
」

や
「
自
己
肯
定
感
」
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
と
同
時

に
、
基
礎
学
力
が
身
に
付
い
て
い
な
い
生
徒
に
対
す

る
具
体
的
な
学
習
法
も
指
導
し
て
い
る
。

　
「
マ
イ
・
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
」
は
、
教
科
書
や
参

考
書
な
ど
に
出
て
き
た
お
気
に
入
り
の
英
語
表
現
を

ス
ト
ッ
ク
す
る
、
自
分
だ
け
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

だ
。
必
須
の
表
現
は
松
島
先
生
が
出
す
の
で
、
基
礎

は
確
実
に
押
さ
え
ら
れ
る
。
こ
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

に
ス
ト
ッ
ク
し
た
表
現
を
、
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
５
分
間
で
英
作
文
を
書
く
「
５
分
間
英
作
文
」
に

活
用
す
る
。
マ
イ
・
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
意
識
的
に

活
用
さ
せ
る
こ
と
で
、
情
報
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
イ

ン
プ
ッ
ト
を
何
度
も
往
復
し
、
理
解
を
定
着
さ
せ
て

い
く
。
マ
イ
・
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
は
、
基
礎
学
力
を

高
め
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

活
動
の
振
り
返
り
も
重
視
す
る
。
冒
頭
に
紹
介
し

た
外
国
人
ゲ
ス
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
次
の
授
業
で
振
り
返
り
を
行
っ
た
。
活
動
中
に

困
っ
た
こ
と
は
何
か
、
ど
う
い
う
言
葉
が
通
じ
た
の

か
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
、
そ
れ
ら
を
文
法
事
項

に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
生
徒
全
員
で
確
認
し
て

い
く
。
例
え
ば
、「
こ
れ
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
か
」

と
い
う
文
が
出
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
振
り
返
り
に

対
し
、「
現
在
完
了
形
を
勉
強
し
た
よ
ね
」
と
い
う

よ
う
に
、
体
験
を
教
科
書
に
結
び
付
け
て
、
生
き
た

知
識
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
学
習
の
仕
方
だ
。

　

一
連
の
指
導
に
よ
り
、
生
徒
の
学
力
は
確
実
に
上

が
っ
て
い
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
大
切
な
の
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
で
す
。
つ
な
が
り
の
中
で
何
が
自
分
に
不

足
し
て
い
る
の
か
に
気
付
き
、
自
分
に
と
っ
て
必
要

な
学
び
方
も
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、H

eart to H
eart

で
人
と
つ
な

が
れ
る
力
を
、
授
業
を
通
じ
て
身
に
付
け
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
授

業
、
生
徒
が
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
授
業
を
こ

れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

自
律
的
な
学
習
者
を
育
て
る

◉
成
果
と
課
題

　自律した学習者を育てるためには、何よりも生徒の心
を動かすような授業が必要です。大人は時として、『勉強
はしないといけないものだから嫌でもやらなくてはいけ
ない』というように生徒を納得させようとします。また、
高校受験が近付けば、嫌でも勉強せざるを得なくなるで
しょう。しかし、無理やりやらされる学習では、生徒は
心の底から学ぼうとは思いません。
　英語が楽しい、必要だと感じてスイッチが入った時、
生徒は自ら意欲的に学び出し、受験勉強にも前向きに取
り組めるようになるのです。

自律した学習者の育て方松島先生
が

考える

体
験
と
教
科
書
を
結
び
付
け

生
き
た
知
識
に
し
て
い
く

◉
学
習
に
向
か
わ
せ
る
工
夫
③
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本
特
集
の
企
画
を
立
て
る
過
程
で
多
く
の
先
生
に

意
見
を
う
か
が
っ
た
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
の
は
、

「
一
生
懸
命
に
課
題
に
取
り
組
む
が
、
与
え
ら
れ
た

問
題
を
こ
な
す
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
」「
家
庭

学
習
の
重
要
性
を
伝
え
て
も
、
何
を
ど
の
よ
う
に
勉

強
し
た
ら
良
い
か
分
か
っ
て
い
な
い
」「
学
び
方
以

前
に
学
習
意
欲
が
な
い
」
と
い
っ
た
生
徒
の
姿
だ
っ

た
。
学
習
意
欲
が
低
い
生
徒
だ
け
で
な
く
、
頑
張
っ

て
学
習
し
て
い
る
の
に
学
力
が
上
が
ら
な
い
と
い
っ

た
悩
み
を
抱
え
る
生
徒
に
対
し
て
、
今
回
は
生
徒
の

「
学
び
方
」
に
着
目
し
、
そ
の
解
決
の
方
向
性
を
考

え
る
特
集
を
組
ん
だ
。

　

東
京
大
大
学
院
の
植
阪
友
理
助
教
と
岡
山
市
立
野

谷
小
学
校
の
床
勝
信
教
頭
と
の
対
談
で
は
、
生
徒
の

学
び
方
を
変
え
る
た
め
に
、
生
徒
の
理
解
の
中
身
を

問
う
と
共
に
、
授
業
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
、
評
価
の

方
法
を
変
え
る
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
教
師
に
限

ら
ず
、
生
徒
や
保
護
者
を
取
り
巻
く
教
育
関
係
者
が

生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
際
、
学
習
時
間
や
教
材
の

質
に
頼
っ
た
課
題
解
決
を
図
る
傾
向
に
あ
る
が
、
ま

ず
生
徒
の
「
学
び
方
」
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
習
に
対
す
る
考
え
方
（
学
習
観
）
を
変
え
、
学
力

向
上
に
つ
な
げ
る
と
い
う
指
導
は
、
非
常
に
示
唆
的

で
あ
っ
た
。

　

経
済
的
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
に
く
い
社
会
情
勢

の
中
、
短
時
間
か
つ
少
な
い
コ
ス
ト
と
負
荷
で
、
い

か
に
多
く
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
獲
得
で
き
る
か
と
い

う
効
率
性
が
、
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
効
率
性
」
を
求
め
る
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
が
何
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た

の
か
を
丁
寧
に
見
取
り
、
そ
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
や
１

つ
の
間
違
い
か
ら
学
び
取
る
力
を
高
め
て
い
く
指
導

が
、
よ
り
一
層
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
学
び
方
を
変
え
、
更
に
学
習

観
を
も
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
成

果
が
得
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
今
の
中

学
生
が
抱
え
る
学
習
課
題
の
本
質
を
捉
え
、
認
知
心

理
学
の
知
見
を
生
か
し
、
粘
り
強
く
指
導
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
植
阪
助
教
と
床
教
頭
の
実
践
は
素
晴

ら
し
く
、
そ
の
蓄
積
か
ら
我
々
が
学
べ
る
こ
と
は
多

い
の
で
は
な
い
か
。

　

同
様
に
、
岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校
や
安
曇
野
市

立
穂
高
東
中
学
校
の
指
導
に
も
、生
徒
の
「
学
び
方
」

を
変
え
て
い
く
上
で
重
要
な
指
導
の
工
夫
が
見
ら
れ

た
。
東
長
良
中
学
校
で
は
、
単
に
学
習
シ
ラ
バ
ス
を

配
布
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
習
シ
ラ
バ
ス
を
活
用
さ

せ
な
が
ら
、
多
様
な
学
び
方
を
相
対
化
し
、
自
分
や

自
分
た
ち
の
学
級
に
合
っ
た
学
び
方
を
学
び
合
う
場

を
用
意
す
る
大
切
さ
が
示
さ
れ
た
。
学
び
方
を
変
え

る
第
一
歩
と
し
て
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
、
自

分
の
間
違
い
や
失
敗
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
不
可
欠

今
回
の
特
集
を
通
し
て
編
集
部
が
伝
え
た
い
こ
と

「
自
律
的
な
学
習
者
」を
育
む
指
導
に
向
け
て

最
後
に
、
東
京
大
大
学
院
・
植
阪
友
理
助
教
と
岡
山
市
立
野
谷
小
学
校
・
床
勝
信
教
頭
の
対
談
、

床
先
生
の
実
践
、
お
よ
び
２
校
の
実
践
事
例
を
通
し
た
編
集
部
か
ら
の
提
案
と
、「
自
律
的
な
学
習
者
」
を
育
て
て
い
く
た
め
の
学
び
方
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

　

ま
と
め

学
び
方
指
導
で
学
習
観
を
変
え

学
力
向
上
に
つ
な
げ
る



25 ［中学版］2012 Vol .3

特集

「自律的な学習者」を育てる学び方指導

対
談
・
２
校
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ

学
び
方
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

　

東
京
大
大
学
院
の
植
阪
友
理
助
教
と
岡
山
市
立
野

谷
小
学
校
の
床
勝
信
教
頭
と
の
対
談（
Ｐ
．６
）で
は
、

生
徒
が
「
公
式
を
覚
え
る
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
公
式

が
成
立
す
る
の
か
」
ま
で
を
理
解
す
る
た
め
に
、
授

業
だ
け
で
な
く
、
補
足
の
プ
リ
ン
ト
教
材
や
定
期
考

査
ま
で
変
え
る
重
要
性
が
語
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
従
来
の
指
導
ス
タ
イ
ル
を
大
き
く
変
え

る
こ
と
に
つ
い
て
、
不
安
を
覚
え
る
先
生
も
多
い
の

で
は
な
い
か
。
床
先
生
は
結
果
的
に
演
習
問
題
を
減

ら
す
と
い
う
指
導
変
革
を
行
っ
た
が
、
演
習
問
題
を

解
か
せ
る
指
導
に
否
定
的
な
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く

ま
で
目
の
前
の
生
徒
の
「
つ
ま
ず
き
」
を
解
決
す
る

た
め
に
、
ど
こ
か
ら
指
導
し
て
い
く
か
を
重
視
し
た

結
果
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
回
は
「
学
び
方
か
ら
変
え

る
指
導
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
の

生
徒
が
抱
え
る
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る
が
、
生

徒
の
学
習
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に「
生
徒
の
理
解
」

に
ま
で
踏
み
込
ん
た
指
導
は
、
全
国
の
先
生
に
も
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　

岐
阜
市
立
東
長
良
中
学
校
（
Ｐ
．14
）
は
、
学
年
・

教
科
ご
と
に
学
習
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
、
学
び
方
や

学
び
合
い
の
進
め
方
を
指
導
し
て
い
た
。
学
習
シ
ラ

バ
ス
の
配
布
だ
け
で
は
、
生
徒
が
自
ら
学
習
に
向
か

う
態
度
や
学
び
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
と

い
う
課
題
意
識
か
ら
、
生
徒
が
他
学
年
・
他
学
級
の

授
業
を
参
観
し
て
学
び
方
を
学
び
、
自
分
た
ち
の
学

級
の
学
び
方
を
改
善
す
る
活
動
を
し
て
い
た
。

　
「
学
習
の
手
引
き
を
作
成
し
た
が
、
あ
ま
り
生
徒

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
先
生
の
声
を
耳
に

す
る
が
、
東
長
良
中
学
校
の
よ
う
に
、
学
習
シ
ラ
バ

ス
を
土
台
に
し
つ
つ
、
体
験
を
伴
っ
た
学
び
方
の
改

善
、
創
造
に
つ
な
げ
る
と
い
う
活
動
は
、
よ
り
実
践

的
な
学
び
方
指
導
の
一
例
と
し
て
参
考
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

安
曇
野
市
立
穂
高
東
中
学
校
の
松
島
千
尋
先
生

（
Ｐ
．20
）
が
担
当
す
る
英
語
の
授
業
で
は
、
学
習
意

欲
を
あ
ま
り
持
て
な
い
生
徒
た
ち
が
継
続
的
に
学
び

に
向
か
う
た
め
の
指
導
の
工
夫
と
し
て
「
生
徒
個
々

の
必
要
感
」
を
重
視
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
学
び
に
向
か
う
意
欲
を
高
め
、
学
び
方

ま
で
変
え
る
実
践
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
何
よ
り
生

徒
が
互
い
の
理
解
を
共
有
し
合
え
る
場
を
つ
く
り
、

安
心
し
て
学
び
合
え
る
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
の

重
要
性
を
指
摘
し
た
。
特
に
、「
学
び
方
以
前
の
学

習
意
欲
か
ら
」
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
先
生
方

に
共
感
い
た
だ
け
る
内
容
な
の
で
は
な
い
か
。

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
安
心
し
て
学
び
合
え
る
と
い
う

集
団
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
。
そ
の
意
味
で
、

教
師
主
導
で
は
な
く
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
年
を
超

え
て
「
学
び
方
」
を
学
び
合
う
「
学
習
活
動
創
造
会
」

は
、
生
徒
の
自
治
性
を
育
む
と
い
う
側
面
で
も
興
味

深
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
穂
高
東
中
学
校
の
松
島
千
尋
先
生
の
実
践

で
は
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
す
る
た
め
に
、
生
徒

個
々
の
「
必
要
感
」
を
課
題
に
盛
り
込
み
、
生
徒
が

能
動
的
に
動
け
る
ク
ラ
ス
づ
く
り
を
行
う
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
た
。
生
徒
が
「
書
き
た
い
」「
話
し
た
い
」

と
こ
だ
わ
れ
る
課
題
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
学
習

意
欲
だ
け
で
な
く
、
そ
の
学
び
方
（
粘
り
強
く
最
後

ま
で
英
文
を
修
正
す
る
）
ま
で
も
が
変
わ
る
と
い
う

生
徒
の
変
容
が
、
何
よ
り
も
そ
の
成
果
を
示
す
も
の

だ
ろ
う
。

　

生
徒
は
何
か
を
学
ぶ
時
に
、
同
時
に
そ
の
学
び
方

も
学
ん
で
い
る
。
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を

持
っ
て
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
学
び
に
向

か
う
意
欲
を
支
え
る
「
学
習
に
対
す
る
考
え
方
」
に

も
注
意
を
払
い
な
が
ら
「
学
び
方
」
を
指
導
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
学
び
方
」を
変
え
る
た
め
に

指
導
だ
け
で
な
く
評
価
も
変
え
る

生
徒
個
々
の
必
要
感
を
課
題
に
盛
り
込
み

意
欲
だ
け
で
な
く
学
び
方
も
変
え
る

学
習
シ
ラ
バ
ス
を
活
用
し
な
が
ら

多
様
な
学
び
方
を
学
ば
せ
合
う



資
料

　勉強内容や授業
に関する「中学校
１年生で直面した
困難」について見
ると、成績が伸び
た生徒と伸び悩ん
だ生徒では、特に、
内容理解や授業の
ペースの感じ方で
差があることが明
らかになった。
　集団指導の中で
いかに個にも応じ
た指導を行ってい
くか。非常に難し
いが、改めてその
必要性が見て取れ
る。

　今回は、特に生徒の学力変化に着目しデータを加工・分析している。成績に関して尋ね
た項目（「５」が上の方、「４」が真ん中より上の方、「３」が真ん中くらい、「２」が真ん
中より下の方、「１」が下の方）を活用し、生徒を分類。中学１年生１学期の成績から１年
生終了時までに、中位から上位に変動した生徒を「伸びた生徒」、上位・中位から下位に落
ち込んだ生徒を「伸び悩んだ生徒」として、その特徴を追いかけた。「真ん中より下の方・
下の方」から「上の方・真ん中より上の方」に移動した生徒もいたが、サンプル数が少な
いため今回の分析からは除外している。
　成績の変動ごとにその構成比率を見てみると、成績が伸びた生徒、伸び悩んだ生徒はそ
れぞれ約２割、あまり変動しなかった生徒は約６割であった。

調査主体／ Benesse教育研究開発センター
調査期間／２０１２年７月
調査対象・内容／全国約３０００人の中学２年生とその保護者を対象に、中学校入学後の
ギャップや学習習慣、日々の過ごし方などについて尋ねた。有効回答数は８７５人

■
■
■

注１）数値は「とても感じた」＋「やや感じた」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

注１）数値は「とても感じた」＋「やや感じた」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」
（2012）
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　まず、生活リズムに関する困難につい
て見ると、特に成績が落ち込んだ上位→
下位の生徒において、生活リズムの乱れ、
家庭での勉強時間の確保に苦しんだ様子
がうかがえる。入学直後は、部活動だけ
でなく、中学校の学習にも慣れていく必
要があるなど多くの環境適応を求めら
れる。リズムをつかむことに苦しんでい
る生徒については、適宜、教師や保護者
がサポートしていきたい。
　勉強の仕方については、「時間をかけ
て勉強しているのにテストの点数や成績
が上がらなかった」や「中学校の授業に
ついていくための上手な勉強の仕方が分
からなかった」「テストの点数や成績が
悪かった時、どう勉強すればよいか分か
らなかった」の項目で、伸びた生徒と伸
び悩んだ生徒の差が見られた。

授業中、先生の
話の内容をしっかり
理解できなかった

学校が忙しくて
それまでの

生活リズムが乱れた

学校が忙しくて
家で勉強する時間を
確保するのに苦労した

時間をかけて勉強しているのに
テストの点数や成績が

上がらなかった

中学校の授業に
ついていくための上手な

勉強の仕方が分からなかった

テストの点数や
成績が悪かった時、
どう勉強すればよいか

分からなかった

勉強する内容が
急に難しくなった

勉強しなければ
いけない量が
増えて戸惑った

授業のペースが
速くてついて
いけなかった

学校の宿題や課題が
多くてこなすのに

大変だった

伸び悩んだ生徒は、授業内容をよく理解できず
授業の速さに対応できていない

直面した困難（勉強内容・勉強量・授業レベル）

1伸び悩んだ層の中には
生活リズムや勉強の仕方に問題を感じていた生徒が多い

直面した困難（生活リズム・勉強の仕方）

2

中上位から最上位 中位から上位
上位から下位 中位から下位

常に中位中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

56.8

67.9

40.5
16.0

14.8 32.1
39.8

62.7
59.2

34.6
53.6

64.7
60.6

48.4

50.3
70.6

69.0

76.2
80.1

88.2
90.8

75.0
77.0

88.2
90.1

37.0
41.7

62.7
45.8

43.2

47.6
21.0

48.9
43.1

60.6

30.9
50.0

51.1
78.4

73.2
39.5

53.6
57.4

82.4
78.9

44.0
44.3

60.8
46.5

39.3

注1）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
注2）「最も苦手になった科目」に対する克服方法を回答。「苦手がない」と回答した生徒は集計から除外。
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）
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　「苦手克服のために行ったこと」を尋
ねたところ、伸びた生徒ほど勉強量を増
やし、苦手を意識した勉強に取り組み、
普段の授業に集中するなど、基本的な学
習習慣が定着している傾向が見られる。
　一方、上位から下位に落ち込んだ生徒
を抽出してみると、勉強量や苦手を意識
した勉強、授業への集中といった項目に
ついて、中位から上位に成績が伸びた層
と変わらない傾向が見られた。上位から
下位へと大きく下降した生徒は、努力の
方向性や仕方が分からず、課題改善にう
まく結び付けられていないのかもしれ
ない。

問題をたくさん解くなど、
勉強量を増やした

自分がよく間違えるところ、
苦手なところを意識して勉強した

普段の授業に
集中するようにした

授業の予習・復習を
しっかりやるようにした

授業で分からないところを
積極的に質問するようにした

苦手克服のために行ったこと（基本的な取り組み）
中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

伸び悩んだ生徒にも努力は見られるが、改善につながっていない3

28.8

37.9
26.6

19.1
28.0

12.2

43.9
34.2

23.0
32.0

15.1

22.7
20.3

11.5
8.0

7.2
18.2

12.7
8.8

10.0
4.3

26.6
13.6

22.0
10.1

「中学１年生の学習と生活に関する調査」概要

中学１年生１学期から1年生終了時までの成績変動

中上位（真ん中より上の方）→最上位（上の方）

上位（上の方・真ん中より上の方）
→下位（真ん中より下の方・下の方）

中位（真ん中くらい）→下位（真ん中より下の方・下の方）

中位（真ん中くらい）→上位（上の方・真ん中より上の方）

中位（真ん中くらい）→中位（真ん中くらい）あまり
変動しなかった生徒

伸びた生徒

伸び悩んだ生徒

81人

84人

517人

51人

142人
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学
力
が
伸
び
た
生
徒
、伸
び
悩
ん
だ
生
徒
の
違
い
と
は

―
「
中
学
１
年
生
の
学
習
と
生
活
に
関
す
る
調
査
」結
果
か
ら

中
学
入
学
後
、
小
学
校
と
の
環
境
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
伸
び
て
い
く
生
徒
と
環
境
の
違
い
を
感
じ
て
伸
び
悩
む
生
徒
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
。

調
査
の
中
で
も
特
に
勉
強
面
に
焦
点
を
当
て
、
中
学
入
学
後
に
直
面
し
た
困
難
、
ま
た
そ
の
克
服
方
法
か
ら
、
両
者
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
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75.0
77.0

88.2
90.1

37.0
41.7

62.7
45.8

43.2

47.6
21.0

48.9
43.1

60.6

30.9
50.0

51.1
78.4

73.2
39.5

53.6
57.4

82.4
78.9

44.0
44.3

60.8
46.5

39.3

注1）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
注2）「最も苦手になった科目」に対する克服方法を回答。「苦手がない」と回答した生徒は集計から除外。
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

500 10 20 30 40
（％）

　「苦手克服のために行ったこと」を尋
ねたところ、伸びた生徒ほど勉強量を増
やし、苦手を意識した勉強に取り組み、
普段の授業に集中するなど、基本的な学
習習慣が定着している傾向が見られる。
　一方、上位から下位に落ち込んだ生徒
を抽出してみると、勉強量や苦手を意識
した勉強、授業への集中といった項目に
ついて、中位から上位に成績が伸びた層
と変わらない傾向が見られた。上位から
下位へと大きく下降した生徒は、努力の
方向性や仕方が分からず、課題改善にう
まく結び付けられていないのかもしれ
ない。

問題をたくさん解くなど、
勉強量を増やした

自分がよく間違えるところ、
苦手なところを意識して勉強した

普段の授業に
集中するようにした

授業の予習・復習を
しっかりやるようにした

授業で分からないところを
積極的に質問するようにした

苦手克服のために行ったこと（基本的な取り組み）
中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

伸び悩んだ生徒にも努力は見られるが、改善につながっていない3

28.8

37.9
26.6

19.1
28.0

12.2

43.9
34.2

23.0
32.0

15.1

22.7
20.3

11.5
8.0

7.2
18.2

12.7
8.8

10.0
4.3

26.6
13.6

22.0
10.1

「中学１年生の学習と生活に関する調査」概要

中学１年生１学期から1年生終了時までの成績変動

中上位（真ん中より上の方）→最上位（上の方）

上位（上の方・真ん中より上の方）
→下位（真ん中より下の方・下の方）

中位（真ん中くらい）→下位（真ん中より下の方・下の方）

中位（真ん中くらい）→上位（上の方・真ん中より上の方）

中位（真ん中くらい）→中位（真ん中くらい）あまり
変動しなかった生徒

伸びた生徒

伸び悩んだ生徒

81人

84人

517人

51人

142人
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注1）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
注2）「最も苦手になった科目」に対する克服方法を回答。「苦手がない」と回答した生徒は集計から除外。
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

600 10 20 30 40 50
（％）

　勉強の仕方に関して苦手克服のために
行ったことを見ると、中上位から上位へ
成績が伸びた生徒は「定期テストの勉強
を計画的に行った」「テストの点数など
次の目標を設定して勉強した」といった
工夫をしている様子がうかがえる。また、
伸びた生徒のうち２割程度は、自分に合
った勉強法を探して実践するという努
力もしているようだ。
　一方、成績が伸び悩んだ生徒は、勉強
の仕方について特に工夫が見られず、「特
に何もしなかった」が４～５割と著しく
高くなっている。

定期テストの勉強を
計画的に行った

自分に合った勉強法を
探して実践した

テストの点数など次の目標を
設定して勉強した

気持ちを切り替えて
次に向けて勉強しようと思った

自分に合った
参考書を探しに行った

特に何もしなかった

伸びた生徒の４～５割は計画的な勉強や目標設定を行う一方、
伸び悩んだ生徒の４～５割は何もしていない

苦手克服のために行ったこと（勉強の仕方）

4

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

48.5
26.616.5 8.0

18.2
24.1

6.8 2.0
2.9

40.9
22.813.0 2.0

22.7 19.0
14.6 8.0

12.1 11.44.98.0
2.9

10.0
10.1

43.2
53.4

6.1

10.8

10.8

9.4

注１）数値は「できていた」＋「まあできていた」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

1000 20 40 60 80
（％）

　勉強に対する意識や時間の使い方につ
いて見たところ、成績が伸びた生徒は伸
び悩んだ生徒に比べ、「授業中は先生の
話を集中して聞くようにしていた」「遊
び過ぎて勉強がおろそかにならないよう
に気をつけていた」「ゲームや携帯電話、
パソコンを使ってよい時間を決めてい
た」の比率が高く、遊びと勉強との切り
替えをうまく行っている様子がうかが
える。
　また、「家では自分から勉強するよう
にしていた」「学校の宿題を忘れずにや
るようにしていた」などの質問項目でも
違いが見られ、伸びた生徒は回答率が高
かった。

家では自分から
勉強するようにしていた

学校の宿題を忘れずに
やるようにしていた

授業中は先生の話を
集中して聞くようにしていた

遊び過ぎて勉強が
おろそかにならないように

気をつけていた

ゲームや携帯電話、
パソコンを使ってよい時間を

決めていた

伸びた生徒は、ゲームや携帯電話などの遊びと、
勉強との切り替えがうまく出来ている

生徒の勉強に対する意識・遊びとの切り替え

5

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

71.6
67.9

49.9
39.2

97.5
92.9

88.4
68.6

64.1

95.1
81.0

78.5
60.8

58.5
82.7

76.2
58.2

64.2
46.4

49.9
39.2

37.3

39.2
46.5

30.3

注１）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

800 10 20 30 40 50 60 70
（％）

　現在の勉強方法に関する回答傾向を、
成績が伸びた生徒と伸び悩んだ生徒で比
較したところ、まず「できるだけ問題を
たくさん解くようにしている」「教科書
の重要な部分や問題の解き方を暗記する
ようにしている」といった基本的な勉強
量で差が見られる。
　また、勉強量だけでなく「問題を解い
た時はいつも必ず自分で答え合わせをす
る」や「間違えた問題はどこが間違えて
いるのかを確認する」といった勉強の質
に関する項目でも、伸びた生徒の回答比
率が高くなっている。更に、「あらかじ
め勉強時間を決めて集中して勉強に取り
組んでいる」といった集中の工夫も、成
績が伸びた生徒の勉強方法の特徴であ
る。
　一方、伸び悩んだ生徒は「分からない
問題があってもそのままにすることが多
い」「授業で分からないことがあっても
そのままにしている」「好きな科目ばか
り勉強している」といった項目で回答比
率が高い。間違った問題、分からない問
題からいかに学ぶかという、学習に対す
る姿勢や習慣が、１年生における成績の
伸びの差になっているのだろう。

できるだけ問題を
たくさん解くようにしている

教科書の重要な部分や
問題の解き方を

暗記するようにしている

問題を解いた時は
いつも必ず自分で
答え合わせをする

間違えた問題はどこが
間違えているのかを確認する

あらかじめ
勉強時間を決めて集中して
勉強に取り組んでいる

テストの点数が悪かった時、
どこが悪かったかを考える

分からない問題があっても
そのままにすることが多い

好きな科目ばかり
勉強している

授業で
分からないことがあっても

そのままにしている

自己採点や間違いの確認など
基本的な見直し習慣が身に付いている生徒は、学力が伸びている

現在の勉強方法

6

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

43.2
39.3

26.5
19.6

21.8

53.1
58.3

32.5
27.5
27.5

64.2
65.5

44.7
37.3

42.3

65.4
67.9

35.6
29.4
30.3

42.0
39.3

21.7
17.6

11.3

49.4
52.4

25.5
43.1

23.2

9.9
8.3

17.0
21.6

23.2

14.8
13.1

20.3
29.4
28.9

8.6
4.8

17.8
23.5

29.6
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注1）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
注2）「最も苦手になった科目」に対する克服方法を回答。「苦手がない」と回答した生徒は集計から除外。
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

600 10 20 30 40 50
（％）

　勉強の仕方に関して苦手克服のために
行ったことを見ると、中上位から上位へ
成績が伸びた生徒は「定期テストの勉強
を計画的に行った」「テストの点数など
次の目標を設定して勉強した」といった
工夫をしている様子がうかがえる。また、
伸びた生徒のうち２割程度は、自分に合
った勉強法を探して実践するという努
力もしているようだ。
　一方、成績が伸び悩んだ生徒は、勉強
の仕方について特に工夫が見られず、「特
に何もしなかった」が４～５割と著しく
高くなっている。

定期テストの勉強を
計画的に行った

自分に合った勉強法を
探して実践した

テストの点数など次の目標を
設定して勉強した

気持ちを切り替えて
次に向けて勉強しようと思った

自分に合った
参考書を探しに行った

特に何もしなかった

伸びた生徒の４～５割は計画的な勉強や目標設定を行う一方、
伸び悩んだ生徒の４～５割は何もしていない

苦手克服のために行ったこと（勉強の仕方）

4

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

48.5
26.616.5 8.0

18.2
24.1

6.8 2.0
2.9

40.9
22.813.0 2.0

22.7 19.0
14.6 8.0

12.1 11.44.98.0
2.9

10.0
10.1

43.2
53.4

6.1

10.8

10.8

9.4

注１）数値は「できていた」＋「まあできていた」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

1000 20 40 60 80
（％）

　勉強に対する意識や時間の使い方につ
いて見たところ、成績が伸びた生徒は伸
び悩んだ生徒に比べ、「授業中は先生の
話を集中して聞くようにしていた」「遊
び過ぎて勉強がおろそかにならないよう
に気をつけていた」「ゲームや携帯電話、
パソコンを使ってよい時間を決めてい
た」の比率が高く、遊びと勉強との切り
替えをうまく行っている様子がうかが
える。
　また、「家では自分から勉強するよう
にしていた」「学校の宿題を忘れずにや
るようにしていた」などの質問項目でも
違いが見られ、伸びた生徒は回答率が高
かった。

家では自分から
勉強するようにしていた

学校の宿題を忘れずに
やるようにしていた

授業中は先生の話を
集中して聞くようにしていた

遊び過ぎて勉強が
おろそかにならないように

気をつけていた

ゲームや携帯電話、
パソコンを使ってよい時間を

決めていた

伸びた生徒は、ゲームや携帯電話などの遊びと、
勉強との切り替えがうまく出来ている

生徒の勉強に対する意識・遊びとの切り替え

5

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

71.6
67.9

49.9
39.2

97.5
92.9

88.4
68.6

64.1

95.1
81.0

78.5
60.8

58.5
82.7

76.2
58.2

64.2
46.4

49.9
39.2

37.3

39.2
46.5

30.3

注１）数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％
出典／Benesse教育研究開発センター「中学1年生の学習と生活に関する調査」（2012）

800 10 20 30 40 50 60 70
（％）

　現在の勉強方法に関する回答傾向を、
成績が伸びた生徒と伸び悩んだ生徒で比
較したところ、まず「できるだけ問題を
たくさん解くようにしている」「教科書
の重要な部分や問題の解き方を暗記する
ようにしている」といった基本的な勉強
量で差が見られる。
　また、勉強量だけでなく「問題を解い
た時はいつも必ず自分で答え合わせをす
る」や「間違えた問題はどこが間違えて
いるのかを確認する」といった勉強の質
に関する項目でも、伸びた生徒の回答比
率が高くなっている。更に、「あらかじ
め勉強時間を決めて集中して勉強に取り
組んでいる」といった集中の工夫も、成
績が伸びた生徒の勉強方法の特徴であ
る。
　一方、伸び悩んだ生徒は「分からない
問題があってもそのままにすることが多
い」「授業で分からないことがあっても
そのままにしている」「好きな科目ばか
り勉強している」といった項目で回答比
率が高い。間違った問題、分からない問
題からいかに学ぶかという、学習に対す
る姿勢や習慣が、１年生における成績の
伸びの差になっているのだろう。

できるだけ問題を
たくさん解くようにしている

教科書の重要な部分や
問題の解き方を

暗記するようにしている

問題を解いた時は
いつも必ず自分で
答え合わせをする

間違えた問題はどこが
間違えているのかを確認する

あらかじめ
勉強時間を決めて集中して
勉強に取り組んでいる

テストの点数が悪かった時、
どこが悪かったかを考える

分からない問題があっても
そのままにすることが多い

好きな科目ばかり
勉強している

授業で
分からないことがあっても

そのままにしている

自己採点や間違いの確認など
基本的な見直し習慣が身に付いている生徒は、学力が伸びている

現在の勉強方法

6

中上位から最上位 中位から上位 上位から下位 中位から下位常に中位

43.2
39.3

26.5
19.6

21.8

53.1
58.3

32.5
27.5
27.5

64.2
65.5

44.7
37.3

42.3

65.4
67.9

35.6
29.4
30.3

42.0
39.3

21.7
17.6

11.3

49.4
52.4

25.5
43.1

23.2

9.9
8.3

17.0
21.6

23.2

14.8
13.1

20.3
29.4
28.9

8.6
4.8

17.8
23.5

29.6
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新
任
の
頃
の
こ
と
は
今
で
も
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
授
業
中
、生
徒
は
下
を
向
き
っ

ぱ
な
し
で
、
問
い
掛
け
て
も
発
言
す
る
生

徒
は
少
な
く
、
私
が
一
方
的
に
話
す
だ
け
。

同
期
と
夜
遅
く
ま
で
指
導
案
を
練
っ
て
授

業
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に

進
め
ら
れ
ず
、
苦
し
い
毎
日
で
し
た
。
指

導
案
が
中
途
半
端
な
時
は
、
授
業
に
行
く

の
が
怖
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
日
の
机
間
指
導
中
、
生
徒
が
板
書

と
全
く
違
う
内
容
を
熱
心
に
書
い
て
い
る

の
に
気
付
き
ま
し
た
。
よ
く
見
て
み
る
と
、

で
し
た
。
生
徒
の
心
に
落
と
し
込
む
こ
と

が
出
来
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

堀
先
生
の
よ
う
な
授
業
を
し
た
い
。
私

は
何
度
も
授
業
を
見
学
し
、
発
問
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
発
言
に
対
す
る
受
け
答
え
、
板

書
の
工
夫
な
ど
、
気
付
い
た
こ
と
を
何
で

も
メ
モ
し
ま
し
た
。
更
に
、
生
徒
か
ら

ノ
ー
ト
を
借
り
、
授
業
を
思
い
返
し
な
が

ら
書
き
写
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
授
業
を

ど
う
進
め
れ
ば
い
い
の
か
を
学
ん
だ
の
で

す
。
先
生
に
よ
く
相
談
も
し
ま
し
た
。
指

導
法
に
関
す
る
本
も
た
く
さ
ん
読
み
ま
し

た
が
、
そ
れ
よ
り
も
先
生
の
授
業
を
見
て
、

話
を
聞
い
た
方
が
何
十
倍
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

先
生
の
真
似
を
し
て
も
、
す
ぐ
に
先
生

の
よ
う
な
授
業
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
理
想
と
す
る
授
業
が
目
の
前
に
あ

り
、
自
分
な
り
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
思
い
描
け
た
こ
と
で
、
苦
し
く
て
も
諦

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

新
任
の
研
究
授
業
で
は
、
私
は
「
生
類

憐
み
の
令
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
堀
先

生
に
相
談
を
し
、
導
入
で
同
時
代
の
忠
臣

蔵
の
討
ち
入
り
場
面
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て

そ
れ
は
私
の
新
任
研
修
担
当
の
堀
秀ひ

で

泉も
と

先

生
の
授
業
内
容
で
、
友
だ
ち
か
ら
ノ
ー
ト

を
借
り
て
写
し
て
い
た
の
で
す
。
自
分
の

授
業
は
聞
く
価
値
が
な
い
の
か

│
情
け

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

私
は
先
生
に
お
願
い
し
て
授
業
を
見
学

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
驚
き
と

発
見
の
あ
る
授
業
で
、
生
徒
は
楽
し
そ
う

な
顔
で
先
生
の
話
に
聞
き
入
り
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
す
る
か
の
よ
う
に
発
問
と
発

言
が
行
き
交
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
や
っ

て
授
業
が
終
わ
る
頃
に
は
、
生
徒
は
学
習

内
容
を
納
得
し
、
理
解
し
て
い
た
の
で
す
。

一
方
、
私
は
教
科
書
の
内
容
を
ど
う
「
伝

え
る
」
の
か
ば
か
り
を
考
え
、「
ど
う
す

れ
ば
伝
わ
る
」
の
か
を
考
え
て
い
ま
せ
ん

やなぎさわ・あつし◎教職歴１８年目。新潟市
立山の下中学校、上越市立春日中学校などに
勤務後、同校に赴任して２年目。３７歳から２
年間は上越教育大大学院に内地留学。担当教
科は社会科。学年主任、研究主任。

授
業
中
、
他
ク
ラ
ス
の

授
業
ノ
ー
ト
を

写
す
生
徒
に
が
く
然

理
想
は
生
徒
と
共
に
つ
く
る
授
業

授
業
を
見
て
真
似
て

ノ
ー
ト
を
写
し
て
流
れ
を
学
ん
だ

こ
れ
ま
で
私
が
歩
い
て
き
た
道
の
り

教科を超えた授業研究にチャレンジし
　学び合える教師集団を築きたい

新潟県糸魚川市立糸魚川東中学校 柳澤 淳 41歳

Middle Middle Middle Middle Middle Middle Middle Middle Middle 
           Leader     Leader           Leader     Leader



◎他の先生に相談をし、授業研究を教科横断型グループで行うことにしまし

た。授業を見る観点は、教科の内容ではなく、授業の進め方、教材の選び方、

生徒への声掛けなど。指導の技を学び合い、改善できる場とするために、気

付いたことを付せんに書き、事後研究会で議論しています。

授業の見学中に、よかったことは青、課題はピンクの付せんに書いておき、事後研究会でＫ
Ｊ法を使ってグループ分けし、他の先生が真似したいこと、課題を浮き彫りにしていった。

教科を超えた授業研究
◎他の先生に相談をし、授業研究を教科横断型グループで行うことにしまし
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授
業
を
始
め
ま
し
た
。「
季
節
は
？
」「
冬
」

「
時
間
帯
は
？
」「
夜
」「
ど
う
し
て
誰
に

も
気
付
か
れ
ず
に
吉
良
邸
ま
で
行
け
た
と

思
う
？
」

│
私
の
発
問
に
生
徒
か
ら
答

え
が
次
々
に
挙
が
り
、
そ
の
答
え
に
対
し

て
別
の
生
徒
か
ら
疑
問
が
出
て
き
て
、
話

し
合
い
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
発
問
で
生
徒
の
好
奇
心
を
引
き

出
し
、
考
え
、
発
言
し
、
そ
れ
が
周
り
の

生
徒
の
思
考
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の

時
に
感
じ
た
生
徒
と
や
り
と
り
を
し
な
が

ら
進
め
る
授
業
の
楽
し
さ
が
、
今
も
私
自

身
の
授
業
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
度
か
ら
は
、
１
学
年
主
任

と
研
究
主
任
を
務
め
て
い
ま
す
。
担
当
の

学
級
や
教
科
以
外
に
、
学
校
全
体
、
学
年

全
体
の
こ
と
を
考
え
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
、
な
か
な
か
見
通
し
を
持
て
ず
試
行

錯
誤
の
連
続
で
す
。
た
だ
、
そ
う
し
た
中

で
も
、
今
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら

「
も
っ
と
こ
う
し
て
は
ど
う
か
」
と
活
動

を
先
生
方
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
学
年
主
任
と
し
て
は
、
４
月
の
学
活

で
家
庭
学
習
の
仕
方
を
指
導
す
る
際
に
保

護
者
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
生
徒
と
一

緒
に
学
ぶ
意
味
を
考
え
、
実
際
に
家
庭
学

習
を
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
究
主
任
と
し
て
は
、
授
業
研
究
を
教

科
横
断
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
こ
と
を
提

案
。
本
校
の
教
師
は
約
20
人
で
、
担
当
が

１
〜
2
人
と
い
う
教
科
も
あ
り
ま
す
。
小

規
模
校
で
授
業
を
見
合
う
時
間
を
確
保
す

る
の
は
、
大
規
模
校
以
上
に
調
整
が
大
変

な
の
で
す
が
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
な
け
れ

ば
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
、
学
年
や
教

科
に
関
係
な
く
５
人
ず
つ
に
分
け
、
１
人

の
授
業
を
他
の
４
人
が
見
て
、
事
後
研
究

会
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
私
も
、
他

教
科
の
授
業
に
つ
い
て
事
後
研
究
で
話
し

合
う
の
は
初
め
て
で
、
教
材
の
選
び
方
や

生
徒
と
の
受
け
答
え
な
ど
、
学
ぶ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
教
科

が
異
な
っ
て
も
、
指
導
に
お
い
て
大
切
な

こ
と
は
共
通
す
る
も
の
だ
と
も
実
感
し
ま

し
た
。
他
の
先
生
方
も
同
じ
こ
と
を
感
じ

た
の
で
し
ょ
う
。
事
後
研
究
会
で
は
率
直

な
意
見
が
飛
び
交
い
、
予
想
以
上
に
議
論

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら「
今

ま
で
に
な
い
、
密
度
の
濃
い
研
究
会
が
出

来
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
け

た
の
は
、
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　

か
つ
て
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
１

人
で
は
指
導
改
善
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

自
身
の
経
験
を
伝
え
、
知
恵
を
出
し
合
う

こ
と
で
、
更
に
授
業
が
よ
く
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
そ
の
過
程
が
教
師
集
団
を
一
枚

岩
に
し
、
生
徒
と
ぶ
れ
ず
に
向
き
合
い
、

育
て
て
い
く
力
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

先
生
方
を
引
っ
張
る
立
場
に
な
っ
た
こ
と

に
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

主
任
１
年
目
を
終
え
た
時
に
何
か
成
果
が

あ
り
、
私
自
身
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る

こ
と
を
目
標
に
、
自
分
に
何
が
出
来
る
か

を
考
え
、
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
が
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う

自
分
に
出
来
る
こ
と
を
す
る

今
、私
が
踏
み
出
そ
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一
歩

柳澤先生の取り
組み
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◎結果を出すために何をすべきなのか、学校現場では短絡
的な発想で指導を進めている場合が多いと、特集を読み、
反省させられました。体験が不足している生徒たちに、ど
のような見方、考え方を身に付けさせるのか、新しい視点
で改めて考えていくべき内容だったと思います。

◎進路指導は大切だと理解はしていますが、それのどこに
問題があり、どのように解消していったらよいのか、具体
的な部分に切り込めないまま、中学3年間を修了し、卒業さ
せているように思います。京都大・塩瀬隆之准教授の話
の中で、「進路選択後の進路指導」で前に進む耐性を鍛える
ということが強く印象に残りました。進路選択の指導に
十分な時間を掛けても、挫折する生徒は必ずいます。モヤ
モヤを抱えながら前に進める耐性を鍛えるためにも、勤務
校でも卒業生が後輩に語れる機会をつくっていこうと思
いました。

◎京都市立大
おお

宅
やけ

中学校の3年間の取り組みが、生徒の主体
的な進路選択を促すだけでなく、それ以上の成果（表現力）
を上げていることに強い関心を持ちました。特に、2年生
でのポスターセッションの取り組みが、ねらい通りの教育

効果を上げていると思います。普段の生徒の生活にも効
果が出ていることに感心しました。

◎佐賀県鳥栖市立田代中学校の「マナー検定」が参考にな
りました。マナーについてはどの学校でも高校入試前に
指導していますが、１年生の時から計画的に実施すること
の大切さとその効果を理解できました。検定の際には面
接官として外部の人材を活用すれば、生徒には良い意味で
の緊張感が出ると思います。何を行うにしても、小中連携、
中高連携、３年間の計画的、意図的、継続的な取り組みが学
校現場には必要であり、体験活動を重視した進路指導、進
路学習が、生徒の「必要感」「勤労観」「自己肯定感」を育むと
思います。

◎東京都福生市立福生第一中学校の「職場体験の訪問先を
保育園や高齢者福祉施設に限定した取り組み」は、中学生
にとっては、一般企業での体験よりも、勤労観を育て、自己
肯定感を高める取り組みになると思いました。来年度か
らの本校の職場体験学習の参考にしたいと思います。

2012 Vol.２特集「主体的な進路選択―自らの意思と責任で決める力を育てる」へのご意見

「とにかく量をこなせばいい」「ノートを丸暗記すればテストは大丈夫」。成績層にかか
わらず、このような学習に対する考え方を持つ生徒が多いようです。学習において量
をこなすことや必要な事項を暗記することは大切ですが、それ以上に間違いから教訓
を得る、失敗から学び取ることがより重要だと思います。では、そうした学びの価値を
生徒に伝えるためにどう指導していけばよいのか─。今回はこのような課題意識を
持って「学び方」に関する特集を組みました。（佐藤）

編集後記
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◎お問い合わせ先

このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
＊『VIEW21』中学版のバックナンバーは「Benesse教育研究開発センター」ウェブサイト（http://benesse.jp/berd/）
でご覧いただけます。

ＶＩＥＷ21編集部
〒206-8686
東京都多摩市落合1-34
電話　042-311-3391

子どもたちのためにできること
教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から
変わらず貫き続けている思いです。

日本の学校教育は先生方の「熱意」が支えている。
だからこそ、我々も全力で

先生方に役立つ情報を発信することにこだわりたい。
『VIEW21』は、これからも

全国の先生方と共に子どもたちの未来を見つめ、
今と未来を結ぶ教育を提案していきます。

子どもたちのためにで子どもたちのためにで子どもたちのためにで子どもたちのためにできること
教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から

未来を生きる

『VIEW21』編集部

読 者 の ペ ー ジ

Benesse教育研究開発センターのウェブサイトに

　Ｂｅｎｅｓｓｅ教育研究開発センターのウェブサイトでは、１１月１日
（木）に、新コーナー「ベネッセ教育フォーカス」を開設しました。
第１弾の特集は「学びとデジタルの融合」、第２弾（１２月上旬）
は「幼小接続」（仮題）の掲載を予定しています。

　当サイトでは、今まで以上に先生方に役立つ情報を提供して
まいりたいと考えています。ぜひご覧いただき、さまざまな場面で
ご活用いただければ幸いです。

◎サイトＵＲＬ　http://benesse.jp/berd/
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